
Title 韓国における更生保護事業の特色と刑事政策的意義(二・完)
Sub Title Halfway Houses and Aftercare for Ex-Offenders in the Republic of

Korea: Its Characteristic and Policy Implications (2. end)
Author 太田, 達也(Ota, Tatsuya)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
2004

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.77, No.7 (2004. 7) ,p.77- 135 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-20040728-0077

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


韓
国
に
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け
る
更
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事
業
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特
色
と
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事
政
策
的
意
義
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二
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韓国における更生保護事業の特色と刑事政策的意義（二・完）
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四
　
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
事
業
概
要
と
特
色

　
現
在
、
韓
国
に
は
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
法
務
部
所
管
の
公
益
法
人
で
あ
る
韓
国
更
生
保
護
公
団
と
、

同
法
に
基
づ
き
更
生
保
護
事
業
の
認
可
を
受
け
た
五
つ
の
更
生
保
護
事
業
者
が
活
動
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
韓
国
更
生
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

公
団
の
事
業
と
そ
の
特
色
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
1
　
組
織
と
施
設

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
に
は
業
務
の
主
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
・
議
決
す
る
た
め
の
理
事
会
を
設
け
（
法
第
八
O
条
）
、
理
事
長
一

名
を
含
む
一
〇
名
以
内
の
理
事
と
監
事
を
置
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
法
第
七
六
条
一
項
）
。
理
事
長
は
法
務
部
長
官
が
任
命
し
、
理

事
も
学
識
と
人
望
の
あ
る
更
生
保
護
事
業
に
熱
心
な
者
の
中
か
ら
理
事
長
の
推
薦
に
よ
り
法
務
部
長
官
が
任
命
又
は
委
嘱
す
る
（
同

第
二
項
・
三
項
）
。
任
期
は
、
理
事
長
が
二
年
、
理
事
が
三
年
で
あ
り
、
再
任
が
可
能
で
あ
る
が
、
公
務
員
た
る
理
事
の
任
期
は
そ
の

職
位
に
あ
る
間
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
五
月
現
在
、
公
団
の
理
事
は
理
事
長
を
含
め
一
〇
名
、
監
事
一
名
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
職
業
は
民
間
企
業
の
役
員
な
ど
で
あ
る
が
、
（
ソ
ウ
ル
北
部
地
方
）
検
察
庁
の
次
席
検
事
も
一
名
含
ま
れ
て
い
る
。

　
公
団
は
、
ソ
ウ
ル
に
設
置
さ
れ
た
本
部
と
一
二
箇
所
の
支
部
、
そ
れ
に
五
箇
所
の
出
張
所
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
部
の
事
務

局
に
は
、
事
務
局
長
の
下
に
総
務
課
と
保
護
課
の
二
課
が
置
か
れ
て
お
り
、
支
部
は
、
ソ
ウ
ル
（
ソ
ウ
ル
特
別
市
）
、
仁
川
（
京
畿

道
）
、
水
原
（
京
畿
道
）
、
春
川
（
江
原
道
）
、
清
州
（
忠
清
北
道
）
、
大
田
（
忠
清
南
道
）
、
大
郎
（
慶
尚
北
道
）
、
釜
山
（
釜
山
広
域
市
）
、

昌
原
（
慶
尚
南
道
）
、
全
州
（
全
羅
北
道
）
、
光
州
（
全
羅
南
道
）
、
済
州
（
済
州
道
）
に
置
か
れ
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
特
別
市
と
そ
の
周
辺

の
京
畿
道
に
三
つ
の
支
部
と
四
つ
の
出
張
所
が
所
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
（
図
3
）
、
首
都
圏
に
施
設
が
偏
在
し
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
が
、
人
口
の
約
半
分
が
首
都
圏
に
集
中
し
、
も
と
も
と
更
生
保
護
対
象
者
が
多
い
う
え
、
地
方
の
対
象
者
が
就
職
で
有
利

78
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な
首
都
圏
で
の
保
護
を
求
め
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
支
部
及
び
出
張
所
の
配
置
は
保
護
の
実
情
に
即
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

　
出
張
所
に
つ
い
て
は
、
ソ
ウ
ル
支
部
の
下
に
恩
平
、
松
披
、
道
峰
の
三
つ
の
出
張
所
が
、
水
原
支
部
の
下
に
三
美
出
張
所
、
釜
山

支
部
の
下
に
蔚
山
出
張
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
出
張
所
は
特
定
の
目
的
の
下
に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
概
し
て
新
し
い
施
設
が

多
い
。
恩
平
出
張
所
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
設
立
）
と
松
披
出
張
所
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
設
立
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
男
子
少
年
と
女
子
少

年
の
施
設
で
あ
る
。
道
峰
出
張
所
（
二
〇
〇
二
年
四
月
開
設
）
と
蔚
山
出
張
所
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
開
設
）
は
成
人
男
子
の
就
業
斡
旋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
施
設
、
そ
し
て
三
美
出
張
所
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
一
年
三
月
開
設
）
は
成
人
女
子
施

図3　韓国更生保護公団施設　所在地
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設
で
あ
る
。
少
年
専
用
施
設
が
二
箇
所

し
か
な
い
が
、
韓
国
の
場
合
、
人
口
が

日
本
の
四
割
程
度
で
あ
る
う
え
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
多
い
関
係
で
教
会
や
宗
教

関
係
の
民
間
福
祉
施
設
も
あ
る
た
め
、

更
生
保
護
関
係
者
の
間
で
少
年
施
設
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
声
は
聞
か
れ
な

い
。
少
年
施
設
が
い
ず
れ
も
ソ
ウ
ル
に

所
在
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
首

都
圏
へ
の
人
口
集
中
と
就
労
の
機
会
を

考
え
れ
ば
む
し
ろ
都
合
が
よ
い
よ
う
で
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あ
る
。
ま
た
成
人
女
子
施
設
が
一
箇
所
し
か
な
い
が
、
女
性
に
つ
い
て
は
、
食
堂
へ
の
住
み
込
み
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
機
会
が
比
較

的
豊
富
に
あ
る
た
め
、
更
生
保
護
施
設
で
の
保
護
を
必
要
と
す
る
者
は
少
な
い
と
言
わ
れ
る
。
唯
一
の
成
人
女
子
施
設
で
あ
る
三
美

出
張
所
も
、
保
護
対
象
者
の
半
数
が
精
神
障
害
者
で
、
保
安
処
分
施
設
で
あ
る
治
療
監
護
所
か
ら
の
出
所
者
で
あ
る
。

　
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
施
設
で
の
宿
泊
が
前
提
と
な
る
我
が
国
の
更
生
保
護
施
設
と
は
異
な
り
、
韓
国
更
生
保

護
公
団
の
場
合
、
宿
泊
保
護
の
ほ
か
に
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋
な
ど
の
措
置
を
実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
非
宿
泊
保
護
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
支
部
が
、
成
人
男
子
に
限
ら
ず
、
成
人
女
子
や
少
年
を
も
対
象
と
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
保
護
の
対
象
を
少
年
や
成
人
女
子
に
特
化
し
て
い
る
の
は
恩
平
・
松
披
・
三
美
の
出
張
所
だ
け
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
支
部
に
お
い
て
男
子
少
年
の
宿
泊
保
護
を
行
う
こ
と
は
、
僅
か
な
が
ら
あ
る
。

　
な
お
、
刑
事
施
設
単
位
で
設
置
さ
れ
て
い
た
支
所
は
、
旅
費
支
給
制
度
の
矯
正
へ
の
移
管
に
伴
っ
て
存
在
意
義
を
失
い
、
公
団
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

運
営
合
理
化
の
方
針
も
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
一
月
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

80

　
2
　
職
　
員

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
職
員
は
定
款
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
理
事
長
が
任
免
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
（
法
第
八
一
条
）
、
実

際
の
採
用
は
、
大
学
卒
業
者
の
中
か
ら
公
団
本
部
が
国
語
、
歴
史
、
国
民
倫
理
の
ほ
か
、
刑
事
政
策
、
社
会
福
祉
、
心
理
学
な
ど
の

選
択
科
目
に
よ
る
採
用
試
験
を
実
施
し
て
行
っ
て
い
る
。
競
争
率
は
高
く
、
と
き
に
七
～
八
倍
に
も
な
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
毎

年
、
新
規
採
用
が
行
わ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
欠
員
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
採
用
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
、
新
規
採
用
者
は
そ
の
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

ど
が
大
学
新
卒
者
で
占
め
ら
れ
、
公
務
員
や
民
間
か
ら
の
転
職
者
は
殆
ど
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
職
員
の
平
均
年
齢
も
四
〇
歳
前
後
と

言
わ
れ
る
。
こ
の
点
が
、
矯
正
や
保
護
関
係
公
務
員
の
定
年
退
職
者
な
い
し
学
校
教
育
関
係
退
職
者
が
多
く
、
職
員
の
平
均
年
齢
も

極
め
て
高
い
日
本
の
更
生
保
護
施
設
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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公
団
の
職
員
は
、
職
務
上
、
守
秘
義
務
を
負
い
、
刑
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
罰
則
の
適
用
に
お
い
て
は
公
務
員
と
し
て

み
な
さ
れ
る
（
法
第
九
三
条
）
、
所
謂
み
な
し
公
務
員
の
地
位
に
あ
る
。
職
位
も
公
務
員
の
よ
う
な
職
級
制
度
が
あ
り
、
一
般
職
は
最

上
級
の
一
級
か
ら
七
級
ま
で
の
職
級
か
ら
成
る
（
日
本
の
国
家
公
務
員
は
級
が
上
が
る
ほ
ど
職
位
も
上
が
る
の
で
順
序
が
逆
で
あ
る
）
。
公

団
本
部
の
事
務
局
長
が
一
級
、
ソ
ウ
ル
支
部
長
が
二
級
、
そ
の
他
の
支
部
長
が
三
級
で
あ
り
、
支
部
の
保
護
課
長
が
四
級
、
出
張
所

長
が
四
級
な
い
し
五
級
で
あ
る
。
三
級
職
員
は
年
齢
で
い
う
と
凡
そ
四
〇
代
後
半
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
職
員
の
給
与
は
こ
の
職

級
に
従
っ
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
度
の
予
算
に
よ
れ
ば
、
年
間
給
与
水
準
は
、
一
級
で
四
、
五
三
五
万
ウ
ォ
ン
（
四
五

四
万
円
）
、
二
級
で
六
、
五
三
七
万
ウ
ォ
ン
（
六
五
四
万
円
）
、
七
級
で
二
、
二
七
五
万
ウ
ォ
ン
（
二
二
八
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

れ
に
手
当
な
ど
が
つ
く
。
二
級
職
で
最
も
給
与
が
高
く
、
一
級
職
の
給
与
は
そ
れ
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
近
年
、
公

団
に
お
い
て
人
件
費
の
削
減
と
幹
部
職
員
の
早
期
退
職
を
図
る
施
策
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
籾
置
き
、
公
団
職
員
の
給
与
は
決
し
て
高
給
で
は
な
い
が
、
韓
国
の
公
務
員
な
ど
と
比
べ
て
も
決
し
て
遜
色
の
な
い
額
で
は

あ
る
。

　
公
団
は
全
国
に
支
部
を
も
つ
単
一
組
織
で
あ
る
た
め
、
職
員
に
は
人
事
異
動
が
あ
り
、
こ
の
点
も
日
本
の
更
生
保
護
施
設
と
異
な

る
。
異
動
の
間
隔
は
職
級
や
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
職
級
が
高
い
職
員
は
数
年
単
位
で
異
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。
定
年
は
五
級

以
下
が
五
七
歳
と
な
っ
て
お
り
、
四
級
以
上
で
六
〇
歳
で
あ
る
が
、
一
九
九
九
年
一
月
の
人
事
管
理
規
程
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
職

四
級
以
上
の
職
員
に
つ
い
て
は
職
級
定
年
制
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
長
期
勤
務
に
よ
る
弊
害
を
解
消
し
、
業
務
の
効
率
を

高
め
る
た
め
、
一
般
職
四
級
以
上
の
職
員
に
対
し
、
一
級
は
三
年
、
二
級
は
五
年
、
三
級
は
九
年
、
四
級
は
二
］
年
と
い
っ
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

に
、
一
定
期
間
で
の
定
年
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
級
以
上
の
職
員
に
は
年
俸
契
約
制
を
導
入
し
た
り
、
成
果
管
理
制
を

導
入
し
、
職
員
の
勤
務
状
況
を
客
観
的
に
評
価
し
、
こ
れ
を
人
事
や
給
与
に
反
映
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
人
事
面
で
の
合
理
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
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二
〇
〇
四
年
五
月
現
在
、
公
団
の
職
員
定
員
二
九
名
に
対
し
、
現
員
は
二
一
名
で
あ
る
。
ソ
ウ
ル
支
部
に
は
最
も
多
い
一
〇

名
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
、
支
部
に
は
六
名
か
ら
八
名
の
職
員
が
勤
務
し
、
出
張
所
で
は
少
な
い
と
こ
ろ
で
二
名
、

多
い
と
こ
ろ
で
四
名
が
勤
務
し
て
い
る
。
調
理
員
は
臨
時
職
員
で
あ
る
。
ま
た
、
公
団
で
は
、
正
規
職
員
や
臨
時
職
員
以
外
に
も
、

裁
判
所
で
社
会
奉
仕
命
令
を
受
け
た
対
象
者
を
受
け
入
れ
、
清
掃
や
洗
濯
、
調
理
補
助
な
ど
の
作
業
に
従
事
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
九
九
五
年
末
の
刑
法
改
正
に
伴
い
一
九
九
七
年
一
月
一
日
か
ら
社
会
奉
仕
命
令
・
受
講
命
令
が
導
入
さ
れ
、
公
団
も
社
会
奉
仕
命

令
と
受
講
命
令
の
委
託
機
関
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
月
か
ら
仁
川
、
水
原
、
昌
原
の
三
つ
の
支
部
に
お
い
て
受
講
命
令
を
試

験
的
に
開
始
す
る
一
方
、
清
州
、
大
郎
、
全
州
支
部
に
お
い
て
社
会
奉
仕
命
令
対
象
者
の
受
入
れ
を
開
始
し
、
一
九
九
八
年
に
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

支
部
に
拡
大
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
受
講
命
令
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
運
営
の
合
理
化
や
諸
般
の
事
情
か
ら
二
〇
〇
〇
年
初
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

か
ら
中
止
す
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
社
会
奉
仕
命
令
対
象
者
は
現
在
も
受
入
れ
を
続
け
て
お
り
、
各
施
設
で
一
名
か
ら
数
名
程
度
の

対
象
者
が
清
掃
や
調
理
補
助
な
ど
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
社
会
奉
仕
命
令
対
象
者
は
、
午
前
中
か
ら
一
日
八
時
間
の
作
業
を
裁

判
所
か
ら
命
じ
ら
れ
た
所
定
の
時
間
（
例
え
ば
、
一
五
〇
時
間
な
ど
）
ま
で
毎
日
継
続
し
て
行
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
昌
原
支
部

の
よ
う
に
夜
に
限
定
し
て
作
業
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
奉
仕
作
業
が
対
象
者
の
社
会
復
帰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の

か
も
興
味
深
い
間
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
人
手
の
足
り
な
い
更
生
保
護
公
団
の
各
支
部
に
あ
っ
て
社
会
奉
仕
命
令
対
象
者
は

貴
重
な
労
働
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
更
生
保
護
施
設
の
施
設
長
や
補
導
員
は
同
時
に
保
護
司
で
も
あ
る
が
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
職
員
は
日
本

の
保
護
司
に
相
当
す
る
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
に
は
任
命
さ
れ
て
い
な
い
。
公
団
が
保
護
観
察
対
象
者
に
対
し
更
生
保
護
の
措
置

を
行
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
更
生
保
護
事
業
者
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
行
う
の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
と
し

て
で
は
な
い
。
但
し
、
理
事
で
あ
る
企
業
役
員
の
な
か
に
は
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
者
が
い
る
ほ
か
、
水
原

支
部
と
昌
原
支
部
の
支
部
長
は
、
専
任
の
職
員
で
は
な
く
、
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
企
業
経
営
者
が
非
常
勤
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職
員
と
し
て
委
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
事
は
民
間
経
営
者
の
運
営
参
画
に
よ
る
更
生
保
護
事
業
の
合
理
化
・
活
性
化
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
現
実
に
は
、
人
件
費
の
圧
縮
と
い
う
財
政
上
の
理
由
も
大
き
い
。

韓国における更生保護事業の特色と刑事政策的意義（二・完）

　
3
　
財
政
事
情
・
収
益
作
業

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
運
営
費
は
、
国
庫
か
ら
の
補
助
金
と
自
己
資
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
度
の
収
入
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

六
〇
億
ウ
ォ
ン
（
六
億
円
）
の
う
ち
八
三
％
が
国
庫
補
助
金
で
、
残
り
が
自
己
資
金
で
あ
る
。
補
助
金
は
、
我
が
国
の
よ
う
に
保
護

人
員
と
日
数
か
ら
委
託
費
を
計
算
し
て
支
給
す
る
と
い
う
方
法
を
採
ら
ず
、
公
団
に
対
し
一
括
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　
自
己
資
金
の
収
入
源
と
し
て
は
、
不
動
産
賃
貸
事
業
（
本
部
、
仁
川
・
大
邸
・
昌
原
支
部
、
三
美
出
張
所
）
の
ほ
か
、
大
田
支
部
の

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
販
売
や
清
州
支
部
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
等
の
洗
濯
事
業
、
水
原
支
部
営
農
職
業
訓
練
場
の
農
産
物
販
売
、
釜
山
支

部
の
特
産
品
（
塩
辛
）
販
売
に
よ
る
事
業
収
入
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
収
益
は
僅
か
で
あ
る
。
ま
た
、
予
算
に
は
計
上
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
各
支
部
で
は
地
域
の
篤
志
家
か
ら
成
る
後
援
会
を
組
織
し
、
そ
の
寄
付
金
に
基
づ
く
非
予
算
事
業
と
し
て
、
更
生
保
護

対
象
者
に
対
す
る
医
療
補
助
、
職
業
訓
練
費
支
援
、
結
婚
周
旋
な
ど
様
々
な
自
立
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
団
は
、
国
家
か
ら
の
補
助
金
だ
け
で
は
そ
の
活
動
の
全
て
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
補
助

金
額
も
僅
か
な
が
ら
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
国
家
財
政
の
逼
迫
や
更
生
保
護
対
象
者
の
増
加
な
ど
か
ら
、
自
己
資
金
の
拡
大
が

課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
新
し
い
試
み
の
一
つ
が
、
釜
山
支
部
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
と
の
提

携
に
よ
る
積
立
金
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
間
の
カ
ー
ド
会
社
と
提
携
し
、
更
生
保
護
事
業
力
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
主
に
公
団
職
員
や
各
地
域
の
後
援
会
員
に
発
行
し
、
会
員
は
全
国
特
定
加
盟
店
な
ど
で
割
引
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
一

方
、
公
団
は
会
員
の
カ
ー
ド
利
用
毎
に
一
定
の
積
立
金
収
入
を
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
公
団
の
新
た
な
自
己
資
金
源
と
し

て
注
目
さ
れ
る
が
、
実
際
の
運
営
は
相
当
厳
し
く
、
カ
ー
ド
会
社
の
事
業
撤
退
の
話
さ
え
出
て
い
る
。
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（単位：名）
表7　韓国更生保護公団における更生保護措置の状況

年度 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

是供 1，965 2，015 2，028 2，135 2，068 2，151 2，254 2，336 2，495

斡旋 3，101 3，118 3，107 3，181 3，386 3，713 3，410 3，284 3，328

“練 714 758 744 656 684 832 1，421 1，407 1，491

跨理 一 一 2，273 6，295 6，953 6，910 4，410 4，208 4，423

支援 一 一 一 一 一 一 4，875 4，823 6，761

斜ヒ教育 『 一 一 一 一 一 2，301 1，887 2，304

支給 9，996 10，414 9，934 10，197 10，167 10，291 一 一 一

功成金品支給 2，761 2，759 2，749 2，676 2，869 2，749 一 一 一

面談 一 一 一 一 一 一 17，002 18，004 18，994

宿泊提

就業斡

職業訂

事後乍

自立支

会社再

旅費支

起業助

事前笛

資料：法務研修院『犯罪白書2003』（2003）。2003年のデータは韓国更生保護公団の資料に拠る。

注　：1997年以前は更生保護会としての統計てある。

　
4
　
事
業
の
内
容
と
特
色

　
更
生
保
護
の
措
置
は
、
法
律
上
、
ω
宿
泊
提
供
、
⑭
旅
費
の
支
給
、
⑥
生
業

道
具
・
起
業
資
金
の
給
・
貸
与
、
ゆ
職
業
訓
練
及
び
就
業
斡
旋
、
㈲
自
立
支
援
、

㈲
善
行
指
導
か
ら
成
る
が
（
法
第
六
五
条
一
項
）
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
で
は
、

さ
ら
に
事
前
面
談
や
再
社
会
化
教
育
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
旅
費
の
支

給
と
生
業
道
具
・
起
業
資
金
の
給
・
貸
与
は
、
公
団
に
関
す
る
限
り
、
既
に
廃

止
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
場
合
、

施
設
で
の
宿
泊
保
護
が
基
本
と
な
る
我
が
国
の
更
生
保
護
施
設
と
異
な
り
、
宿

泊
保
護
を
行
い
な
が
ら
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋
な
ど
の
措
置
を
実
施
す
る
場
合

と
、
帰
住
先
が
あ
る
者
に
対
し
通
所
で
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋
な
ど
を
実
施
す

る
場
合
の
二
通
り
が
あ
る
。
我
が
国
の
場
合
、
一
時
保
護
は
自
庁
保
護
と
し
て

保
護
観
察
所
が
実
施
し
て
い
る
が
、
韓
国
の
場
合
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い
更
生
保

護
の
措
置
も
韓
国
更
生
保
護
公
団
や
そ
の
他
の
更
生
保
護
事
業
者
が
こ
れ
を
担

う
形
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
、
我
が
国
の
食
費
や
旅
費
の
支
給

と
い
う
消
極
的
な
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋
と
い
っ
た
多
様

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
に
お
け
る
更
生
保
護
の
実
施
状
況
を
示
し
た
も
の
が
表

7
で
あ
る
。
以
下
、
公
団
に
よ
る
更
生
保
護
活
動
の
現
状
を
個
別
に
分
析
し
て
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い
く
こ
と
に
す
る
が
、

た
い
。

ま
ず
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
公
団
に
よ
る
対
象
者
の
選
定
と
受
入
れ
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
し

韓国における更生保護事業の特色と刑事政策的意義（二・完）

　
5
　
更
生
保
護
の
申
請
・
事
前
面
談

　
公
団
に
対
し
更
生
保
護
の
申
請
を
行
う
に
は
、
大
別
し
て
三
つ
の
経
路
が
あ
る
。
第
一
は
、
保
護
観
察
所
、
検
察
官
、
裁
判
所
な

ど
の
関
係
機
関
が
対
象
者
の
状
況
を
勘
案
し
公
団
に
更
生
保
護
の
申
請
を
行
う
場
合
で
あ
る
。
保
護
観
察
所
は
保
護
観
察
対
象
者
の

う
ち
保
護
の
必
要
が
あ
る
者
に
つ
い
て
更
生
保
護
の
申
請
を
公
団
に
行
う
か
、
援
護
の
措
置
と
し
て
公
団
に
援
助
又
は
協
力
を
要
請

し
、
検
察
官
は
起
訴
猶
予
処
分
対
象
者
、
裁
判
所
は
保
護
観
察
の
付
か
な
い
宣
告
猶
予
・
執
行
猶
予
対
象
者
、
罰
金
対
象
者
、
保
護

観
察
以
外
の
保
護
処
分
少
年
な
ど
に
つ
い
て
更
生
保
護
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
は
、
刑
事
処
分
又
は
保
護
処
分

を
受
け
た
本
人
が
直
接
公
団
に
申
請
を
行
う
場
合
で
あ
る
。
満
期
釈
放
や
仮
釈
放
期
間
の
満
了
で
刑
の
執
行
を
終
え
た
後
、
一
度
は

自
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
就
労
先
が
見
付
か
ら
な
い
か
、
家
族
の
下
を
離
れ
た
な
ど
の
理
由
で
公
団
に
保
護
を
求
め
る
場
合
が
こ
れ

に
当
た
る
。
そ
し
て
第
三
の
経
路
が
、
公
団
に
よ
る
事
前
面
談
を
通
じ
て
申
請
を
行
う
場
合
で
あ
る
。
公
団
支
部
の
担
当
職
員
は
、

管
轄
内
の
矯
導
所
（
刑
務
所
）
や
拘
置
所
、
少
年
院
な
ど
の
矯
正
施
設
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
釈
放
予
定
の
被
収
容
者
の
面
接
を
行

い
、
釈
放
後
の
生
活
方
法
や
保
護
の
必
要
性
な
ど
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
更
生
保
護
事
業
の
内
容
と
申
請
方
法
を
告
知
し
て
お
り
、

釈
放
後
、
公
団
で
の
保
護
を
希
望
す
る
者
は
、
こ
の
際
に
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
事
前
面
談
と
呼
ば
れ
る
手
続
で
あ
る
。

公
団
に
は
、
毎
月
一
回
、
管
内
の
矯
正
施
設
か
ら
釈
放
予
定
者
名
簿
が
送
付
さ
れ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
刑
期
三
年
未
満

の
受
刑
者
に
は
釈
放
一
か
月
前
に
一
回
、
三
年
以
上
の
長
期
受
刑
者
に
は
釈
放
前
三
か
月
前
か
ら
一
二
回
に
亘
っ
て
面
接
を
行
っ
て
い

る
。
面
接
対
象
者
の
数
が
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
、
大
半
の
支
部
で
は
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
に
協
力
を
求
め
た
り
、
地
域
の
民

間
篤
志
家
を
募
り
、
事
前
面
談
後
援
会
を
組
織
し
、
職
員
と
分
担
し
て
事
前
面
談
を
実
施
し
た
り
し
て
い
る
。
支
部
当
た
り
、
凡
そ
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表8　事前面談の実績（2002年・2003年）

年度
実施

施設数

通報

人員

面談

人員

面談結果

保護希望あり
保護希

望なし
宿泊

提供

就業

斡旋

職業

訓練
その他 2種類

希望
3種類
希望
小計

2002 50 19，529 18，044 1，811 2，086 3，881 1，188 888 50 9，904 8，140

2003 56 20，298 18，994 1，781 1，671 3，728 1，073 1，127 100 9，480 9，514

資料：韓国更生保護公団本部

二
〇
名
か
ら
多
い
と
こ
ろ
で
五
〇
名
の
事
前
面
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
韓
国
に
は
矯
導
所
二
九
施
設
、
少
年
矯
導
所
二
施
設
、
拘
置
所
・
拘
置
支
所
一
二
施
設
、

保
護
監
護
所
二
施
設
、
少
年
院
二
二
施
設
、
治
療
監
護
所
一
施
設
の
計
五
九
施
設
が
あ
り
、
こ
の

う
ち
五
六
施
設
に
対
し
て
事
前
面
談
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
拘
置
支
所
な
ど
を
除
く
と
、

ほ
ぼ
全
て
の
矯
正
施
設
を
網
羅
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇
〇
三
年
度
の
矯
正
施
設
か
ら
の
釈

放
予
定
通
知
人
員
二
万
二
九
八
名
の
う
ち
、
一
万
八
、
九
九
四
名
に
対
し
事
前
面
談
を
実
施
し
、

面
談
実
施
率
は
九
三
・
六
％
に
達
し
て
い
る
（
表
8
）
。
但
し
、
矯
正
の
統
計
に
よ
れ
ば
矯
導
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
）

か
ら
の
満
期
釈
放
者
が
約
二
万
人
、
仮
釈
放
者
が
約
一
万
人
で
あ
る
か
ら
、
全
て
の
釈
放
予
定
者

に
つ
い
て
公
団
に
釈
放
予
定
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
釈
放
者
は

身
元
引
受
人
が
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
、
満
期
釈
放
者
を
中
心
に
釈
放
予
定
通
知
が
行
わ
れ
て

い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
少
年
に
つ
い
て
は
、
保
護
の
必
要
が
あ
る
（
仮
）
退
院
予
定
者
に
つ

い
て
通
知
が
な
さ
れ
、
面
談
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
表
8
の
よ
う
に
、
事
前
面
談
対
象
者
の
う
ち
、
更
生
保
護
の
措
置
を
希
望
す
る
者
は
半
数
で
、

残
り
の
半
数
は
保
護
を
希
望
し
て
い
な
い
。
保
護
希
望
者
に
し
て
も
、
宿
泊
保
護
を
希
望
す
る
者

が
全
て
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
就
業
斡
旋
や
職
業
訓
練
の
み
希
望
す
る
者
も
多
い
。
二
種
類
以
上

の
更
生
保
護
措
置
を
希
望
す
る
の
は
、
宿
泊
提
供
に
加
え
て
、
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋
を
希
望
す

る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
保
護
を
希
望
し
な
い
者
は
家
族
や
引
受
人
が
い
る
場
合
が
多
い

が
、
体
裁
の
悪
さ
や
更
生
保
護
か
ら
受
け
る
印
象
か
ら
保
護
を
希
望
し
な
い
者
も
少
な
く
な
い
と

い
う
。
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経
路
別
の
申
請
状
況
は
、
公
団
自
身
が
統
計
を
取
っ
て
い
な
い
た
め
全
体
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
各
支
部
の

状
況
を
聞
く
限
り
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
光
州
支
部
と
水
原
支
部
の
申
請
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
（
表
9
・
表
1
0
）
、
公
団
の
更
生
保

表9　光州支部（2001年度）

事前面談 本人申請 保護観察所 計

宿泊提供 150（76．5％） 40（20．4％） 6（3．1％） 196

職業訓練 32（27．1％） 33（28．0％） 53（44．9％） 118

就業斡旋 154（55．6％） 123（44．4％） 一
277

計 336（56。9％） 196（33．2％） 59（10．0％） 591

資料：韓国更生保護公団光州支部

表10　水原支部・三美出張所（2001年度）

事前面談 本人申請 保護観察所 計

宿泊提供 66（44．6％） 77（52．0％） 5（3．4％） 148

職業訓練 53（40．2％） 42（31．8％） 37（28．0％） 132

就業斡旋 78（38．6％） 124（61．4％） 一
202

その他 130（39．4％） 200（60．6％） 一
330

計 327（40．3％） 443（54．6％） 42（5．2％） 812

資料：韓国更生保護公団水原支部
注　：「その他」とは、合同結婚式、生計補助、医療補助などの自立支援を指す

護
対
象
者
の
半
数
が
事
前
面
談
を
通
じ
て
の
申
請
で
あ
り
、
保

護
観
察
所
を
通
じ
て
の
申
請
は
極
め
て
少
な
く
、
特
に
宿
泊
提

供
に
つ
い
て
こ
の
傾
向
が
強
い
一
方
、
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
、
保
護
観
察
所
か
ら
の
申
請
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

韓
国
更
生
保
護
公
団
の
場
合
、
近
年
の
我
が
国
と
異
な
り
、
保

護
観
察
対
象
者
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
更
生
保
護
の
措
置
を

必
要
と
す
る
者
が
保
護
観
察
所
に
対
し
更
生
保
護
の
申
請
を
す

る
の
で
は
な
く
、
施
設
収
容
中
に
事
前
面
談
を
通
じ
て
公
団
に

申
請
す
る
か
、
釈
放
さ
れ
た
後
に
直
接
、
公
団
に
申
請
を
行
う

こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
な
お
、
公
団
で
宿
泊
保
護
し
て
い
る
僅

か
の
保
護
観
察
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
遵
守
事
項
違
反
な
ど
特

別
の
問
題
が
生
じ
な
い
限
り
、
保
護
観
察
官
が
公
団
に
往
訪
し

て
指
導
を
行
う
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
対
象
者
が
定
期
的
に
保
護

観
察
所
に
出
頭
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
公
団
以
外
の
更
生
保

護
事
業
者
と
な
れ
ば
、
こ
の
状
況
は
さ
ら
に
顕
著
と
な
る
。
こ

う
し
た
更
生
保
護
と
保
護
観
察
の
遊
離
が
韓
国
の
社
会
内
処
遇
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の
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
問
題
で
も
あ
る
。

　
公
団
に
対
し
更
生
保
護
の
申
請
が
な
さ
れ
る
と
、
家
族
・
縁
故
者
の
有
無
、
年
齢
、
経
済
力
、
学
力
（
職
業
訓
練
の
た
め
）
、
就
労

可
能
性
な
ど
か
ら
要
保
護
性
と
自
立
可
能
性
を
判
断
し
、
更
生
保
護
の
措
置
を
決
定
す
る
。
保
護
を
希
望
す
る
者
で
も
、
家
族
や
経

済
力
の
あ
る
者
や
自
立
可
能
性
の
な
い
者
は
保
護
の
対
象
と
な
ら
な
ら
な
い
。
二
〇
〇
三
年
度
に
事
前
面
談
を
実
施
し
、
保
護
を
希

望
（
申
請
）
し
た
九
、
四
八
○
名
の
う
ち
、
実
際
に
保
護
を
実
施
し
た
の
は
四
、
八
四
二
名
と
約
五
一
％
で
あ
り
、
前
年
度
の
四
二

％
よ
り
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
保
護
実
施
率
は
支
部
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
昌
原
支
部
で
は
九
八
％
で
あ
る
が

（
二
〇
〇
二
年
度
）
、
大
邸
支
部
の
よ
う
に
二
〇
％
強
の
支
部
も
あ
る
（
二
〇
〇
一
年
度
）
。
大
郎
支
部
の
場
合
、
管
内
の
矯
正
施
設
の

数
が
多
く
、
事
前
面
談
の
実
施
人
員
や
保
護
希
望
者
が
他
の
支
部
よ
り
も
遙
か
に
多
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
更
生
保
護
施
設
と
異
な
り
、
宿
泊
保
護
を
含
め
、
申
請
者
の
罪
名
に
よ
っ
て
受
入
れ
を
拒
否
す
る
こ
と

は
少
な
く
、
性
犯
罪
者
や
放
火
犯
も
基
本
的
に
受
け
入
れ
、
重
点
的
な
指
導
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
薬
物
犯
罪
者
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
の
状
態
を
個
別
に
判
断
し
て
い
る
が
、
治
療
が
必
要
な
薬
物
濫
用
者
に
つ
い
て
は
一
般
に
受
入
れ
が
難
し
い
。
た
だ
、
公
団
に

お
け
る
更
生
保
護
対
象
者
の
多
く
は
窃
盗
や
詐
欺
と
い
っ
た
財
産
犯
と
暴
力
事
犯
で
あ
り
、
殺
人
な
ど
の
凶
悪
犯
は
少
な
い
。

　
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
自
立
可
能
性
を
考
慮
し
、
就
労
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
宿
泊
提
供
な
ど
の
措
置
を
行
う
が
、
そ
れ
以
外

の
者
は
高
齢
者
用
の
医
療
施
設
か
福
祉
施
設
へ
送
る
な
ど
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
韓
国
で
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
か
ら
矯
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

施
設
出
所
予
定
者
に
対
す
る
基
礎
生
活
保
障
特
別
連
携
保
護
対
策
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
社
会
福
祉
部
と
法
務

部
の
共
同
施
策
に
よ
る
も
の
で
、
矯
導
所
や
保
護
監
護
所
な
ど
の
矯
正
施
設
か
ら
満
期
・
仮
釈
放
（
仮
終
了
）
な
ど
に
よ
り
釈
放
さ

れ
る
予
定
の
者
が
釈
放
前
に
基
礎
生
活
保
障
（
日
本
の
生
活
保
護
に
相
当
）
の
受
給
権
者
該
当
確
認
の
申
請
を
行
う
こ
と
を
特
例
と

し
て
認
め
、
釈
放
ま
で
に
所
得
・
資
産
・
家
族
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
釈
放
と
同
時
に
受
給
決
定
を
行
い
、
生
活
保
障
の
適
用
を
開

始
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
申
請
や
受
給
決
定
の
特
例
だ
け
で
な
く
、
就
労
能
力
の
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
対
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す
る
受
給
権
者
の
資
産
に
関
す
る
認
定
基
準
も
通
常
の
一
五
〇
％
ま
で
と
す
る
特
例
も
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
住
居
や
家
族
の
あ

る
者
は
在
宅
保
護
と
す
る
が
、
住
居
が
な
い
か
家
族
が
保
護
や
扶
養
を
拒
否
し
た
り
し
て
い
る
場
合
で
、
稼
働
能
力
が
あ
る
場
合
に

は
更
生
保
護
公
団
や
路
上
生
活
者
用
の
施
設
な
ど
に
、
稼
働
能
力
が
な
い
場
合
に
は
高
齢
者
施
設
や
障
害
者
施
設
な
ど
に
委
託
す
る

も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
釈
放
対
象
者
の
社
会
生
活
へ
の
円
滑
な
移
行
を
直
接
的
な
目
的
と
し
て
い
る
が
、
副
次
的
な
効
果

と
し
て
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の
福
祉
施
設
に
よ
る
元
犯
罪
者
の
受
入
れ
を
促
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
制
度
も
あ
り
、

高
齢
犯
罪
者
の
福
祉
施
設
へ
の
受
入
れ
は
比
較
的
円
滑
に
行
わ
れ
て
お
り
、
公
団
も
当
初
か
ら
福
祉
施
設
に
高
齢
者
を
送
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
で
も
高
齢
対
象
者
の
受
入
れ
に
さ
ほ
ど
躊
躇
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。

　
触
法
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
受
入
れ
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
保
安
処
分
施
設
で
あ
る
治
療
監
護
所
（
公
州
に
一
箇
所

設
置
）
出
所
者
の
一
部
を
全
州
支
部
（
男
子
）
と
水
原
支
部
の
三
美
出
張
所
（
女
子
）
に
お
い
て
宿
泊
さ
せ
、
保
護
を
行
っ
て
い
る
。

　
再
犯
者
も
受
入
れ
の
対
象
と
な
る
が
、
過
去
に
公
団
で
更
生
保
護
の
措
置
を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
録
も
併
せ
て
保
護

の
必
要
性
を
判
断
し
て
い
る
。
な
お
、
韓
国
に
は
累
犯
窃
盗
や
累
犯
強
盗
な
ど
の
頻
回
犯
罪
者
に
対
す
る
保
安
処
分
と
し
て
社
会
保

護
法
に
基
づ
く
保
護
監
護
処
分
の
制
度
が
あ
り
、
慶
尚
北
道
の
青
松
に
第
一
保
護
監
護
所
と
第
二
保
護
監
護
所
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
保
護
監
護
所
か
ら
の
仮
出
所
者
（
保
護
観
察
対
象
者
で
あ
る
）
は
、
慶
尚
北
道
の
大
邸
支
部
と
慶
尚
南
道
の
釜
山
支
部
を
中
心

に
更
生
保
護
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
保
護
監
護
処
分
の
制
度
は
、
兼
ね
て
か
ら
処
遇
効
果
や
人
権
保
障
の
点
か
ら

批
判
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
現
在
、
制
度
を
廃
止
す
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
6
　
宿
泊
提
供

　
宿
泊
提
供
は
、
親
族
や
引
受
人
の
い
な
い
者
を
施
設
に
宿
泊
さ
せ
、
食
事
や
衣
服
な
ど
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
就
業
斡
旋
、
生

活
指
導
、
精
神
教
育
、
職
業
訓
練
な
ど
を
行
う
更
生
保
護
の
措
置
で
あ
る
。
公
団
の
各
支
部
は
生
活
館
と
呼
ば
れ
る
宿
泊
施
設
を
有
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し
て
お
り
、
こ
こ
に
対
象
者
を
居
住
さ
せ
る
が
、
少
年
施
設
以
外
は
支
部
の
執
務
室
を
兼
ね
た
ビ
ル
形
式
の
も
の
が
多
い
。
大
半
の

施
設
が
一
九
九
〇
年
代
に
建
て
ら
れ
た
新
し
い
も
の
で
、
二
〇
〇
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
蔚
山
出
張
所
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
大
邸
支

部
・
大
田
支
部
（
二
〇
〇
一
年
）
、
光
州
支
部
（
二
〇
〇
二
年
）
、
清
州
支
部
（
二
〇
〇
三
年
）
、
済
州
支
部
（
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
の
施

設
が
全
面
改
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
松
披
や
恩
平
な
ど
の
少
年
施
設
（
出
張
所
）
は
、
対
象
者
が
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
保
護
と
指
導
を
行
う
た
め
、
韓
屋
（
ハ
ン
オ
ク
）
と
呼
ば
れ
る
韓
国
式
の
家
庭
住
居
を
（
寄
付
で
）
購
入

し
て
用
い
て
い
る
。

　
公
団
の
保
有
す
る
生
活
館
は
オ
ン
ド
ル
式
（
床
暖
房
）
の
集
団
室
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
厳
密
な
意
味
で
の
定
員
を
算
出
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
公
団
は
二
〇
〇
四
年
五
月
時
点
で
の
最
大
適
正
定
員
を
六
一
八
名
と
し
て
い
る
。
支
部
別
で
は
、
ソ
ウ
ル
支
部

（
六
五
名
）
・
水
原
支
部
（
五
四
名
）
・
大
邸
支
部
（
六
一
名
）
・
釜
山
支
部
（
六
二
名
）
な
ど
が
比
較
的
規
模
の
大
き
な
生
活
館
を
有
し

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
支
部
で
は
大
凡
三
〇
名
台
か
ら
四
〇
名
台
を
適
正
定
員
と
す
る
施
設
が
多
く
、
ま
た
出
張
所
は
一
〇
名

か
ら
二
〇
名
と
規
模
が
小
さ
い
。
二
〇
〇
三
年
度
の
一
日
当
た
り
の
平
均
保
護
人
員
は
四
八
五
名
で
あ
る
の
で
、
全
国
的
に
は
、
ま

だ
定
員
に
余
裕
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
て
集
団
室
で
（
総
数
一
八
0
室
）
、
個
室
は
な
い
が
、
食
堂
、
シ
ャ
ワ
ー
室
（
韓
国

の
入
浴
習
慣
と
の
関
係
で
浴
槽
は
無
し
）
、
洗
濯
室
、
洗
面
室
と
い
っ
た
基
本
的
な
設
備
に
加
え
、
職
業
相
談
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、

図
書
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ル
ー
ム
、
理
容
室
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
）
を
備
え
て
い
る
施
設
も
あ
る
。

　
対
象
者
は
、
こ
の
生
活
館
で
生
活
し
な
が
ら
、
未
就
労
の
も
の
は
、
就
業
斡
旋
を
受
け
る
な
ど
し
て
就
労
先
を
探
し
、
自
立
資
金

を
蓄
え
る
。
在
所
中
、
高
齢
者
や
精
神
障
害
者
な
ど
を
除
く
大
半
の
対
象
者
が
、
建
築
、
工
場
、
タ
ク
シ
i
、
食
堂
（
女
性
）
と
い

っ
た
職
場
で
就
労
し
、
日
給
で
五
万
ウ
ォ
ン
（
五
、
0
0
0
円
）
、
月
給
で
は
一
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
か
ら
一
五
〇
万
ウ
ォ
ン
超
（
一
〇
万

円
㌧
一
五
万
円
超
）
程
度
の
収
入
を
得
て
い
る
。
食
事
は
一
日
三
食
、
土
日
も
全
て
支
給
さ
れ
る
た
め
、
支
部
で
は
節
約
し
た
収
入

の
一
部
を
事
務
局
に
預
け
て
貯
蓄
を
す
る
よ
う
奨
励
し
て
お
り
、
大
半
の
対
象
者
が
貯
蓄
を
行
っ
て
い
る
。
一
人
当
た
り
の
貯
蓄
額
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は
五
〇
万
ウ
ォ
ン
か
ら
一
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
程
度
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
違
反
の
内
容
や
程
度
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
門
限
も
あ
る
が
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
な
ど
夜
間

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
の
者
も
い
る
の
で
、
夜
間
で
も
裏
口
な
ど
か
ら

羅漢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
活
館
に
は
支
部
の
職
員
が

ヤ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
直
で
泊
ま
っ
て
い
る
。
何
れ
の
支
部
に
お
い
て
も

ら誇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
～
六
名
が
輪
番
で
当
直
を
担
当
す
る
の
で
五
～
六

　

ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
に
一
回
の
割
合
で
当
直
が
あ
り
、
さ
ら
に
出
張
所

ラグ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
所
長
か
職
員
が
住
み
込
み
で
勤
務
し
て
い
る
た

ロプ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
、
日
本
の
更
生
保
護
施
設
同
様
、
職
員
の
負
担
と

育教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
支
部
に
限
っ
て
機
械
警
備
を

ヒイ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
生
活
館
で
の
生
活
に
お
い
て
は
、
飲
酒
や
賭
博
が
禁
止
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
三
回
の
違
反
で
退
所
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
が
、

表11済州支部の再社会

分　野 プログラム内容 時間数

　入所式

ガイダンス

・入所式

・ガイダンス
1

委託教育

・小規模商業・中小企業創業案内（外部委託） 1
・法律扶助（外部委託） 1
・コンピュータ基礎・インターネット（外部委託） 3

精神教育

・忠孝思想（外部講師） 1
・社会生活の基本姿勢（外部講師） 1
・成功事例（外部講師） 1

教養教育
・住民登録・国民生活基礎保障・健康保険

国民年金・火災予防・銀行業務など
2

VT　R教育 ・禁煙・アルコール・麻薬及び薬物濫用・交通など 2
社会奉仕 ・障害者福祉施設での奉仕 3
体験教育 ・社会見学 5
健康生活 ・気功訓練（外部講師） 2

修了式
・修了式

・感想文作成
1

合　計 24

資料：韓国更生保護公団済州支部

導
入
し
て
い
る
が
　
そ
れ
で
も
当
直
は
あ
る
。

　
宿
泊
提
供
対
象
者
は
、
個
々
に
就
労
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
再
社
会
化
教
育
と
呼
ば
れ
る
集

団
処
遇
を
受
け
る
。
そ
の
内
容
は
支
部
毎
に
様
々
で

あ
る
が
、
大
別
す
る
と
生
活
教
養
教
育
、
起
業
教
育
、

薬
物
・
飲
酒
・
喫
煙
・
交
通
教
育
、
社
会
見
学
、
宗

教
教
育
、
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
か
ら
成
る
。
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表
11
は
、
済
州
支
部
で
実
施
し
て
い
る
再
社
会
化
教
育
の
例
で
あ
る
。
「
誇
ら
し
い
漢
羅
人
」
（
漢
羅
人
と
は
済
州
島
の
人
を
指
す
）

と
呼
ば
れ
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
合
計
二
四
時
間
か
ら
成
り
、
外
部
講
師
を
招
聰
し
た
り
、
外
部
の
専
門
機
関
に
委
託
し
た
り
し

て
、
施
設
か
ら
出
た
後
の
生
活
や
就
労
（
起
業
）
に
必
要
な
知
識
を
学
ば
せ
た
り
、
社
会
体
験
な
ど
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と

し
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
支
部
で
は
、
民
間
企
業
か
ら
の
寄
付
を
得
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
パ
ソ
コ
ン
一
二
台
を
備
え
た
電
算
情
報

教
育
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
、
更
生
保
護
対
象
者
に
対
し
週
二
回
、
二
か
月
に
亘
っ
て
O
S
、
ビ
ジ
ネ
ス
統
合
ソ
フ
ト
、
韓
国
語
ワ

ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ら
に
社
会
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
対
象
者
が
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
ニ
○
台
を
備
え
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ザ
を
開
設
し
、
地
域
住
民
に
無
料
で
開
放
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
九
月
に
は
同
様
の
電
算
情
報
教
育
セ
ン
タ

ー
が
水
原
支
部
に
お
い
て
も
開
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唯
一
の
成
人
女
子
施
設
で
あ
る
三
美
出
張
所
で
は
、
二
つ
の
支
援
団
体
が

美
容
講
座
や
美
容
の
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
教
会
に
よ
る
宗
教
教
育
、
料
理
・
家
庭
製
品
使
用
法
・
家
計
管
理
な
ど
の

家
事
実
習
、
異
性
教
育
、
結
婚
・
人
生
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
生
活
館
か
ら
の
退
所
事
由
は
、
①
自
立
・
就
職
、
②
保
護
者
に
よ
る
引
受
け
、
③
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
他
の
施
設
へ
の
保
護
委

託
、
④
無
断
・
懲
戒
退
所
、
⑤
再
犯
な
ど
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
度
中
に
保
護
を
終
了
し
た
者
の
う
ち
、
自
立
・
就
職
し
た
者
の
比

率
は
約
六
割
で
あ
り
、
こ
れ
に
保
護
者
の
引
受
け
二
五
％
、
保
護
委
託
四
％
が
続
き
、
無
断
退
所
・
懲
戒
退
所
は
一
・
二
％
、
再
犯

は
○
・
五
％
と
低
い
。
も
っ
と
も
、
無
断
退
所
が
少
な
い
の
は
、
対
象
者
の
大
半
が
保
護
観
察
中
で
な
く
、
公
団
で
の
保
護
を
自
ら

希
望
し
た
者
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

　
大
統
領
令
に
よ
れ
ば
保
護
期
間
は
原
則
六
月
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
必
要
の
場
合
は
六
月
の
延
長
が
認
め
ら
れ
る
が
、
二
〇
〇

三
年
度
の
平
均
保
護
期
間
は
七
一
日
と
比
較
的
短
い
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
度
中
に
退
所
し
た
対
象
者
の
保
護
期
間
を
み
る
と
、

一
か
月
未
満
二
六
・
七
％
、
三
か
月
未
満
三
四
・
八
％
と
、
三
か
月
未
満
の
者
が
六
割
を
占
め
る
一
方
、
三
か
月
以
上
六
か
月
未
満
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二
五
・
四
％
、
六
か
月
以
上
九
か
月
未
満
二
・
六
％
、
九
か
月
以
上
一
年
以
下
一
・
五
％
と
保
護
期
間
が
三
か
月
以
L
に
及
ぶ
対

象
者
も
少
な
く
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
慶
尚
南
道
の
昌
原
支
部
で
は
、
二
〇
〇
一
年
末
か
ら
、
全
国
の
支
部
に
先
駆
け
て
家
族
生
活
館
と
呼
ば
れ
る
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
受
刑
や
損
害
賠
償
な
ど
で
崩
壊
し
た
家
庭
に
一
定
期
間
住
居
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
対
象
者
本
人
や

家
族
に
対
し
指
導
や
援
助
を
行
う
こ
と
で
家
庭
の
再
建
を
促
し
、
更
生
保
護
対
象
者
の
再
犯
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
子
供
の
非
行
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
一
号
館
、
二
〇
〇
二
年
五
月
に
二
号
館
、
同
二
一
月
に
三
号
館

の
合
計
三
世
帯
分
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
住
居
は
い
ず
れ
も
民
間
団
地
内
に
あ
り
、
一
号
館
は
賃
貸
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
が
、
二
号
館

と
三
号
館
は
地
域
各
界
か
ら
の
献
金
及
び
女
性
後
援
会
の
一
日
喫
茶
店
（
一
種
の
募
金
活
動
）
の
収
益
金
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

居
室
は
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
3
L
D
K
で
、
対
象
者
の
入
居
費
用
は
無
料
で
あ
る
。
更
生
保
護
の
要
件
を
満
た
す
と
同
時
に
、
対

象
者
に
父
母
や
配
偶
者
な
ど
の
被
扶
養
者
が
い
る
者
が
入
居
の
対
象
と
な
る
。
家
族
生
活
館
の
入
居
期
間
は
二
年
で
、
宿
泊
保
護
の

法
定
期
間
で
あ
る
六
月
プ
ラ
ス
六
月
延
長
の
計
一
年
よ
り
長
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
特
に
問
題
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
期
の

入
居
者
と
し
て
、
五
人
家
族
の
二
世
帯
と
四
人
家
族
の
一
世
帯
が
居
住
し
て
い
る
。
対
象
者
本
人
と
そ
の
家
族
に
は
生
活
上
何
ら
の

制
約
も
な
い
上
、
必
要
に
応
じ
て
就
業
斡
旋
、
子
弟
の
学
習
支
援
、
生
活
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
団
地
内
の
住
民
に
は

こ
れ
ら
の
世
帯
が
更
生
保
護
施
設
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
な
い
。
昌
原
支
部
で
は
、
将
来
、
さ
ら
に
二
つ
の
家
族
生
活
館
を
開

設
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

　
7
　
職
業
訓
練
・
就
業
斡
旋
・
事
後
管
理

職
業
訓
練
は
、
か
つ
て
公
団
支
部
が
直
接
実
施
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
全
て
外
部
の
職
業
訓
練
機
関
や
専
門
学
校

に
委
託
し
、
そ
の
訓
練
費
用
を
公
団
が
負
担
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
公
団
で
直
接
訓
練
を
実
施
し
な
い
た
め
、
公
団
に
人
的
負
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担
を
与
え
な
い
だ
け
で
な
く
、
多
様
で
最
新
の
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
訓
練
先
を
明
ら
か
に
し
て
も
更
生

保
護
対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
職
業
訓
練
の
種
類
は
、
自
動
車
整
備
、
運
転
、
溶
接
、
旋
盤
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
、
情
報
通
信
、
美
容
・
理
容
、
調
理
、
電
子
機
器
、
電
気
設
備
、
ボ
イ
ラ
ー
、
配
管
設
備
な
ど
で
あ
る
が
、
近
年
は
、
時

代
の
趨
勢
に
合
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
P
C
修
理
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
旋
盤
な
ど
の
最
先
端
の
有
望
職

種
と
、
製
菓
・
製
パ
ン
、
美
容
・
理
容
、
左
官
、
自
動
車
運
転
な
ど
低
学
力
者
用
の
職
種
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
一
人
当
た
り
の
訓

練
費
と
し
て
、
例
え
ば
自
動
車
運
転
教
習
で
二
五
万
ウ
ォ
ン
（
二
万
五
、
0
0
0
円
）
、
専
門
学
校
で
四
八
万
ウ
ォ
ン
（
四
万
八
、
O

O
O
円
）
、
公
共
職
業
訓
練
学
校
の
通
学
で
四
五
万
ウ
ォ
ン
（
四
万
五
、
0
0
0
円
）
、
寄
宿
舎
費
用
込
で
八
○
万
ウ
ォ
ン
（
八
万
円
）

程
度
を
公
団
で
負
担
し
て
い
る
。
訓
練
期
間
は
一
か
月
の
も
の
か
ら
一
年
の
も
の
ま
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、
強
化
五
段
階
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
職
業
訓
練
の

対
象
者
を
選
定
し
（
第
一
段
階
）
、
職
業
訓
練
学
校
に
入
校
さ
せ
（
第
二
段
階
）
、
学
業
半
ば
で
脱
落
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
支
援
し

な
が
ら
（
第
三
段
階
）
、
資
格
を
取
得
さ
せ
（
第
四
段
階
）
、
さ
ら
に
は
関
連
業
種
へ
の
就
業
を
斡
旋
す
る
（
第
五
段
階
）
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
単
に
職
業
訓
練
に
対
し
て
財
政
的
支
援
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
中
途
で
の
脱
落
を
防
止
し
な
が
ら
、
就
職
へ
と
結
び
つ
け
、

事
後
管
理
を
行
う
と
い
う
職
業
訓
練
と
就
業
斡
旋
の
統
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
支
部
管
内
の
職
業
訓
練
機
関
の
長
（
専
門
学
校
長
な
ど
）
で
構
成
さ
れ
た
職
業
訓
練
後
援
会
が
水
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

支
部
で
初
め
て
結
成
さ
れ
、
訓
練
費
の
補
助
や
資
格
取
得
ま
で
の
重
点
管
理
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
全
国
全
て
の
支
部

に
こ
う
し
た
職
業
訓
練
後
援
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
団
の
生
活
館
は
集
団
室
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
職
業
訓
練
や
資
格

試
験
受
験
の
た
め
の
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
近
時
、
仁
川
支
部
な
ど
一
〇
の
公
団
支
部
に
お
い
て
学
習
用
の
個
室
が
設
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
就
業
斡
旋
は
、
支
部
の
後
援
会
会
員
や
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
そ
の
他
の
民
間
篤
志
家
と
連
携
し
、
対
象
者
の
就
業
を
斡
旋
す
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（、単｛立：名）表12　自立支援事業の状況（2001年～2003年）

年度 縁組 就籍 医療補助 委託斡旋 合同結婚式 緊急救護 旅費支給 その他

2001 1，023 612 1，007 70 67 624 479 993

2002 1，184 717 1，003 66 67 722 254 810

2003 1，402 807 1，089 105 67 931 466 1，894

資料：韓国更生保護公団本部

る
も
の
で
あ
り
、
業
種
は
、
建
設
、
溶
接
、
木
工
、
電
気
、
設
備
、
工
業
、
運
転
、
単
純
労
務
、
自
動

車
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
店
、
農
水
・
畜
産
、
警
備
、
企
業
な
ど
多
岐
に
亘
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

二
〇
〇
二
年
八
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
（
株
）
ア
イ
ウ
レ
カ
（
∈
勾
国
O
＞
）
の
支
援
で
開
設
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
就
職

支
援
事
業
で
あ
り
、
ま
ず
求
人
企
業
が
セ
ン
タ
ー
に
加
入
登
録
と
求
人
登
録
を
し
、
更
生
保
護
対
象
者

の
求
職
希
望
者
が
支
部
を
通
じ
て
履
歴
情
報
を
登
録
す
る
と
、
求
人
企
業
が
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら

求
職
者
を
検
索
し
、
条
件
に
合
う
者
が
い
れ
ば
、
支
部
が
対
象
者
を
企
業
に
推
薦
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
求
人
企
業
は
自
己
の
就
業
条
件
に
見
合
っ
た
求
職
者
を
広
く
探
す
こ
と
が
で
き
、
更
生
保
護
対

象
者
の
就
職
に
も
有
利
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋
の
対
象
者
が
後
に
退
学
し
た
り
、
退
職
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
支
部
の
職
員
を
始
め
、
後
援
会
員
や
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
が
通
信
や
訪
問
そ
の
他
の
適
当
な

方
法
で
事
後
一
年
間
に
亘
っ
て
指
導
・
激
励
を
行
っ
て
お
り
、
事
後
管
理
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
法
が
規

定
す
る
更
生
保
護
の
措
置
の
中
に
事
後
管
理
の
文
言
は
な
い
が
、
公
団
で
は
事
後
管
理
を
善
行
指
導
の

一
環
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
度
に
事
後
管
理
を
終
了
し
た
四
、
二
七
八
名
中
、
期
間

満
了
や
成
績
良
好
に
よ
る
終
了
が
九
割
以
ヒ
を
占
め
、
再
犯
は
四
三
名
（
一
・
0
％
）
、
所
在
不
明
二

三
五
名
（
五
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

8
　
自
立
支
援

公
団
で
は
、
更
生
保
護
対
象
者
の
自
立
を
促
す
た
め
、

さ
ら
に
以
下
の
自
立
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
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る
（
表
1
2
）
。

縁
組

就
籍
・
再
住
民
登
録

医
療
補
助

合
同
結
婚
式

委
託
斡
旋

そ
の
他

　
こ
れ
ら
の
自
立
支
援
事
業
は
、

算
事
業
で
あ
り
、
活
動
も
民
間
篤
志
家
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

従
事
す
る
機
会
は
少
な
い
が
、

例
え
ば
、
済
州
支
部
で
は
、 身

寄
り
の
な
い
対
象
者
と
後
援
会
員
な
ど
の
篤
志
家
が
親
子
や
兄
弟
姉
妹
の
契
り
を
結
ぶ
も
の
で
、
法
的
な

も
の
で
は
な
い
が
、
縁
組
を
行
っ
た
篤
志
家
が
対
象
者
に
様
々
な
援
助
を
行
う
。

戸
籍
や
住
民
登
録
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
対
象
者
の
戸
籍
取
得
や
住
民
登
録
の
復
元
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
費
用
を
負
担
す
る
。

治
療
が
必
要
な
対
象
者
の
治
療
費
を
負
担
す
る
か
、
後
援
会
員
た
る
医
師
が
無
料
か
低
費
用
で
診
察
・
治
療

を
行
う
。

結
婚
式
を
挙
げ
て
い
な
い
か
、
こ
れ
か
ら
挙
げ
る
予
定
の
対
象
者
の
合
同
結
婚
式
を
開
催
し
、
そ
の
費
用
を

負
担
す
る
。
結
婚
式
場
関
係
者
も
無
料
で
式
場
を
提
供
す
る
。
対
象
者
に
結
婚
相
手
そ
の
も
の
を
紹
介
す
る

と
き
も
あ
る
。

福
祉
や
医
療
な
ど
更
生
保
護
事
業
以
外
の
保
護
や
支
援
が
必
要
な
対
象
者
に
対
し
、
関
係
機
関
を
紹
介
・
斡

旋
す
る
。
基
礎
生
活
保
障
（
生
活
保
護
に
相
当
）
の
指
定
申
請
の
補
助
も
実
施
し
て
い
る
。

後
援
会
員
等
に
よ
る
宿
泊
提
供
対
象
者
の
慰
問
、
模
範
対
象
者
に
対
す
る
緊
急
救
護
、
生
活
費
支
援
、
旅
費

支
給
、
合
同
誕
生
会
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
　
　
　
公
団
の
予
算
を
用
い
な
い
、
後
援
会
員
や
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
か
ら
の
浄
財
に
基
づ
く
非
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
に
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
が
更
生
保
護
事
業
に

　
　
　
こ
の
自
立
支
援
事
業
に
関
す
る
限
り
、
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
が
関
与
す
る
地
域
が
見
ら
れ
る
。

　
　
済
州
道
内
の
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
地
区
毎
に
六
つ
の
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
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け
（
委
員
の
自
宅
や
会
社
を
事
務
所
と
し
て
利
用
）
、
一
〇
〇
名
以
上
の
委
員
が
、
出
所
者
に
対
し
、
縁
組
、
就
業
斡
旋
、

の
身
元
保
証
、
住
居
・
医
療
・
福
祉
・
労
働
・
教
育
の
分
野
に
お
け
る
地
方
自
治
団
体
と
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。

就
業
の
際

韓国における更生保護事業の特色と刑事政策的意義（二・完）

　
9
　
施
設
内
作
業

　
公
団
の
財
政
事
情
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
支
部
で
は
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
更
生
保
護
対
象
者
が
作
業

に
従
事
す
る
事
業
は
、
清
州
支
部
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
洗
濯
事
業
と
水
原
支
部
の
営
農
職
業
訓
練
場
に
限
ら
れ
る
。

　
清
州
支
部
で
は
、
低
所
得
者
層
に
属
す
る
対
象
者
の
職
業
訓
練
と
経
済
的
基
盤
の
確
保
を
目
的
と
し
、
ま
た
公
団
の
収
益
事
業
の

一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
洗
濯
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
の
内
容
は
家
庭
用
力
1
ペ
ッ
ト
、
ベ
ッ
ド
寝
具
、
ソ
フ
ァ
ー
、

自
動
車
室
内
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
集
配
も
行
っ
て
い
る
が
、
大
半
が
出
張
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
対
象
者
三
名
が
就
業
し

て
お
り
、
月
額
九
〇
万
ウ
ォ
ン
（
九
万
円
）
の
給
与
を
支
給
し
て
い
る
。
但
し
、
現
在
ま
で
収
益
事
業
と
し
て
の
成
果
は
さ
ほ
ど
上

が
っ
て
お
ら
ず
、
公
団
へ
の
収
益
は
二
〇
〇
二
年
度
で
三
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
（
三
〇
万
円
）
に
過
ぎ
な
い
。

　
一
方
、
水
原
支
部
で
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
郊
外
に
営
農
職
業
訓
練
場
を
開
設
し
、
野
菜
や
椎
茸
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
宿
泊

提
供
対
象
者
の
中
で
農
業
技
術
の
習
得
を
希
望
す
る
者
や
未
就
労
者
が
作
業
に
従
事
す
る
ほ
か
、
社
会
奉
仕
命
令
対
象
者
を
受
入
れ

て
お
り
、
二
〇
〇
一
年
度
は
計
二
二
名
、
二
〇
〇
二
年
度
は
九
名
が
従
事
し
て
い
る
。
韓
国
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
唐
辛
子
、
瓜
、

荏
胡
麻
な
ど
の
野
菜
の
ほ
か
拘
杞
、
椎
茸
、
栗
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
が
、
作
業
は
職
業
訓
練
と
し
て
の
性
格
が
強
い
た
め
、
作
業

従
事
者
に
給
与
は
支
払
わ
れ
ず
、
収
穫
し
た
野
菜
を
生
活
館
で
の
食
事
の
材
料
と
し
て
用
い
、
残
り
は
委
託
販
売
を
行
い
、
公
団
へ

の
収
益
と
し
て
い
る
。

10

少
年
対
象
者
の
保
護

97



法学研究77巻7号（2004：7）

　
少
年
（
二
〇
歳
未
満
）
も
更
生
保
護
の
対
象
と
な
り
、
宿
泊
保
護
に
つ
い
て
は
ソ
ウ
ル
に
所
在
す
る
恩
平
出
張
所
（
男
子
少
年
）
と

松
披
出
張
所
（
女
子
少
年
）
が
主
に
行
い
（
支
部
で
も
宿
泊
保
護
を
実
施
す
る
例
は
あ
る
）
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋

な
ど
の
措
置
に
つ
い
て
は
全
て
の
公
団
支
部
で
実
施
し
て
い
る
。

　
対
象
は
刑
事
処
分
又
は
保
護
処
分
を
受
け
た
満
二
〇
歳
未
満
の
少
年
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
殆
ど
が
少
年
法
に
よ
る
保
護
処
分
対

象
者
で
あ
る
。
即
ち
、
少
年
法
第
三
二
条
一
項
に
よ
り
保
護
観
察
、
短
期
保
護
観
察
、
監
護
委
託
（
保
護
観
察
の
処
分
も
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
）
を
言
い
渡
さ
れ
た
少
年
か
、
少
年
院
か
ら
仮
退
院
又
は
満
期
退
院
し
た
少
年
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
年
の
更
生
保

護
対
象
者
に
つ
い
て
は
保
護
観
察
中
の
者
が
大
半
で
あ
り
、
こ
れ
が
成
人
の
更
生
保
護
対
象
者
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
保
護
観

察
処
分
や
監
護
委
託
処
分
の
対
象
少
年
は
、
少
年
分
類
審
査
院
（
日
本
の
少
年
鑑
別
所
に
相
当
。
但
し
、
保
護
局
が
管
掌
）
に
お
け
る

調
査
に
基
づ
い
て
公
団
支
部
か
出
張
所
に
引
受
け
の
照
会
が
あ
る
と
、
公
団
の
担
当
者
が
少
年
と
面
接
を
行
い
、
意
見
書
を
裁
判
所

に
提
出
し
て
、
保
護
処
分
決
定
後
に
更
生
保
護
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
少
年
院
在
院
者
は
、
退
院
予
定
通
知
を

受
け
た
後
、
出
張
所
か
支
部
の
職
員
が
少
年
と
面
談
を
し
た
上
で
対
象
者
を
決
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
恩
平
出
張
所
で
は
、
二
〇

〇
二
年
の
一
月
か
ら
九
月
一
四
日
ま
で
に
ソ
ウ
ル
少
年
院
か
ら
二
七
名
の
退
院
予
定
通
知
が
あ
り
、
全
員
に
対
し
面
接
を
実
施
し

た
結
果
、
う
ち
二
六
名
（
二
二
・
二
％
）
が
保
護
を
希
望
し
、
更
に
こ
の
う
ち
の
四
二
・
三
％
に
当
た
る
二
名
に
保
護
を
開
始
し

て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
度
中
に
更
生
保
護
措
置
の
対
象
と
な
っ
た
少
年
は
九
六
八
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
宿
泊
保
護
一
〇
一
名
、

就
業
斡
旋
二
一
四
名
、
職
業
訓
練
三
四
一
名
、
そ
の
他
自
立
支
援
三
一
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
少
年
に
は
保
護
者
が
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、
特
に
宿
泊
保
護
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
保
護
者
が
い
な
い
か
、
い
て
も

保
護
能
力
に
欠
け
る
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
、
ソ
ウ
ル
で
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
少
年
が
希
望
し
て
い
る
場
合
や
不
良

交
友
を
断
絶
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
宿
泊
保
護
の
対
象
と
な
る
少
年
の
年
齢
は
一
四
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
で
あ
る
が
、

最
も
多
い
の
は
男
女
共
に
一
七
歳
と
一
八
歳
で
あ
る
。
罪
名
は
男
女
何
れ
も
窃
盗
と
暴
力
事
犯
が
最
も
多
い
が
、
女
子
少
年
に
は
寸
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借
詐
欺
な
ど
の
詐
欺
や
有
機
溶
剤
濫
用
の
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
殺
人
な
ど
の
重
大
事
件
の
少
年
は
極
め
て
少

な
い
。
韓
国
の
場
合
、
検
察
官
が
少
年
事
件
の
先
議
権
を
有
し
て
お
り
、
殺
人
な
ど
重
大
事
件
の
少
年
は
通
常
の
裁
判
所
に
起
訴
さ

れ
、
少
年
矯
導
所
（
刑
務
所
）
へ
収
容
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
問
に
少
年
の
年
齢
を
超
過
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
ま

た
、
執
行
猶
予
は
引
受
人
が
い
な
い
と
難
し
い
の
で
、
そ
う
し
た
少
年
が
更
生
保
護
公
団
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
い
。

　
恩
平
・
松
披
の
各
出
張
所
で
は
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
基
本
的
な
生
活
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
学
童
年
齢
の
少
年
は
学
校
へ

通
学
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の
少
年
に
つ
い
て
は
、
製
パ
ン
、
調
理
、
美
容
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
専
門
学
校
へ
通
学
さ

せ
る
か
、
就
職
さ
せ
て
自
立
資
金
を
蓄
え
さ
せ
て
い
る
（
正
社
員
で
月
給
七
〇
万
ウ
ォ
ン
程
度
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
時
給
二
、
O
O
O
ウ
ォ

ン
）
。
専
門
学
校
の
授
業
料
月
一
二
万
ウ
ォ
ン
か
ら
一
五
万
ウ
ォ
ン
（
一
万
二
、
0
0
0
円
～
一
万
五
、
0
0
0
円
）
と
交
通
費
月
一
〇

万
ウ
ォ
ン
（
一
万
円
）
は
出
張
所
が
負
担
す
る
。
勿
論
、
家
族
の
下
へ
帰
住
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
少
年
は
環
境
の
調
整
が

進
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
出
張
所
で
は
、
性
教
育
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
飲
酒
・
煙
草
・
薬
害
教
育
、
外
部
講
師
に
よ
る
徳
性
教
育
や
教

化
教
育
、
社
会
見
学
、
文
化
活
動
、
キ
ャ
ン
プ
、
社
会
奉
仕
活
動
、
母
子
結
縁
な
ど
の
再
社
会
化
教
育
も
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
護
観
察
中
の
者
が
多
い
の
で
、
月
に
一
度
、
少
年
は
保
護
観
察
所
へ
出
頭
し
、
ま
た
保
護
観
察
官
が
施
設
に
来
る
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
保
護
少
年
の
平
均
保
護
期
間
は
成
人
よ
り
や
や
長
く
一
〇
〇
日
弱
で
あ
る
が
（
二
〇
〇
三
年
度
）
、
職
業
訓
練
学
校
の
教
育
期

問
が
一
年
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
少
年
の
場
合
は
保
護
期
間
の
延
長
を
含
め
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
。
退
所
後
は
総
じ

て
住
み
込
み
就
職
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
女
子
少
年
の
場
合
は
親
戚
の
下
に
帰
住
す
る
者
も
多
い
。

　
n
　
触
法
精
神
障
害
者
の
保
護

　
公
団
で
は
原
則
と
し
て
触
法
精
神
障
害
者
を
保
護
の
対
象
と
し
て
い
な
い
が
、
全
州
支
部
で
は
、
一
九
九
六
年
以
降
、
社
会
保
護

法
上
の
保
安
処
分
で
あ
る
治
療
監
護
処
分
を
受
け
、
治
療
監
護
所
に
収
容
さ
れ
た
後
、
処
分
の
仮
終
了
又
は
終
了
に
よ
り
出
所
し
た
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表13　全州支部における治療監護所出所者に対する保護実績

年　度 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 計

提供者 ＊ 128 136 133 131 140 ＊ ＊

監護所出所者 23 33 37 38 43 14 11 199

酌仮終了者 0 5 15 13 11 7 4 55

監護所出所者比率 ＊ 25．8 27．2 28．6 32．8 10．0 ＊ ＊

泊
療
宿
治

治療昼

資料：韓国更生保護公団全州支部

注　：＊はデータなし

注　：2002年は8月1211までの統計である

触
法
精
神
障
害
者
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
を
支
部
の
主
要
業
務
と
し
て
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

女
子
の
出
所
者
に
つ
い
て
は
唯
一
の
成
人
女
子
施
設
で
あ
る
三
美
出
張
所
が
宿
泊
保
護
を
行
っ

て
い
る
。

　
全
州
支
部
で
は
、
手
続
上
、
治
療
監
護
所
で
の
事
前
面
談
は
行
わ
ず
、
社
会
保
護
委
員
会
に

よ
る
治
療
監
護
処
分
の
仮
終
了
・
終
了
決
定
後
、
更
生
保
護
の
必
要
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
委

員
会
か
ら
支
部
へ
受
入
れ
要
請
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
応
ず
る
形
で
保
護
を
開
始
し
て
い
る
。

触
法
精
神
障
害
者
の
更
生
保
護
は
全
州
支
部
が
自
ら
主
体
的
に
始
め
た
施
策
で
あ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
治
療
監
護
処
分
の
仮
終
了
・
終
了
決
定
機
関
で
あ
る
社
会
保
護
委
員
会
か
ら
の
要
請
が

あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
対
象
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
要
請
を
断
る
こ
と
は
な
い

と
さ
れ
る
。
対
象
者
本
人
に
は
治
療
監
護
所
の
医
師
が
更
生
保
護
施
設
へ
の
帰
住
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
て
い
る
。

　
触
法
精
神
障
害
者
の
保
護
を
開
始
し
た
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
八
月
一
二
日
ま
で
の

対
象
者
総
数
は
一
九
九
名
で
あ
り
、
う
ち
治
療
監
護
処
分
終
了
者
が
一
四
四
名
で
約
七
割
を
占

め
、
残
り
が
仮
終
了
者
と
な
っ
て
い
る
（
表
1
3
）
。
全
州
支
部
の
生
活
館
で
は
一
般
対
象
者
に

対
す
る
宿
泊
提
供
も
実
施
し
て
お
り
、
宿
泊
提
供
者
総
数
に
占
め
る
治
療
監
護
所
出
所
者
の
割

合
は
凡
そ
二
五
％
で
あ
る
（
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
で
計
算
）
。
治
療
監
護
所
出
所

者
の
大
半
が
統
合
失
調
症
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
癩
痛
が
僅
か
に
い
る
が
、
薬
物
濫
用
者

は
い
な
い
，
罪
名
で
は
尊
属
殺
人
、
暴
力
行
為
等
特
例
法
違
反
、
放
火
、
強
盗
な
ど
の
強
力
犯

が
八
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
重
大
事
件
が
多
い
。
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全
州
支
部
に
は
居
室
が
一
〇
室
あ
り
、
こ
の
う
ち
五
室
が
治
療
監
護
所
出
所
者
用
の
二
名
な
い
し
三
名
の
居
室
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
保
護
対
象
者
と
治
療
監
護
所
出
所
者
と
は
居
室
が
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
保
護
対
象
者
に
は
、
当
施
設
に
は
触
法
精
神
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害
者
が
い
る
こ
と
を
事
前
面
談
の
際
に
説
明
し
て
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
護
期
間
中
、
治
療
監
護
所
出
所
者
は
向
精
神
薬
を
服
用
し
な
が
ら
居
室
や
施

先誰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
内
で
過
ご
す
が
、
適
格
者
に
は
支
部
内
で
単
純
作
業
に
従
事
さ
せ
て
い
る
。
現

り
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
組
立
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
対
象
者
は
午
前
と
午
後
の
併

後了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
て
五
時
間
作
業
を
行
い
、
月
二
～
三
万
ウ
ォ
ン
（
二
～
三
、
0
0
0
円
）
の
小

終護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遣
銭
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
作
業
に
従
事
し
な
い
者
は
、
庭
の
手
入
れ
、
菜
園
作

保
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
読
書
、
新
聞
閲
覧
、
体
育
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
、
足
野
球
、
卓
球
、
バ
ト

者所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ン
ト
ン
な
ど
）
な
ど
を
し
て
過
ご
す
。

出所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
医
療
に
つ
い
て
は
治
療
監
護
所
と
の
協
力
体
制
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
治

護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

表14　全州支部における治療監

年度 保護者 就業 委託斡旋 無断退所 死亡 計

1996 9 1 1 一 一
11

1997 15 4 4 一 3 26

1998 26 1 7 ｝ 1 35

1999 19 12 5 1 1 38

2000 21 3 9 一 一
33

2001 29 7 4 1 一
41

2002 2 1 2 一 一 5
計 121 29 32 2 5 189

資料：韓国更生保護公団全州支部
注　：2002年は8月12日まての統計てあ

療
監
護
所
の
医
師
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
が
毎
月
一
回
支
部
を
訪
問
し
、
診

察
と
薬
の
処
方
を
行
っ
て
い
る
。
向
精
神
薬
は
、
対
象
者
毎
に
決
め
ら
れ
た
回
数

を
職
員
立
会
い
の
下
で
服
用
さ
せ
て
い
る
。
入
院
が
必
要
な
場
合
は
、
医
療
保
護

の
手
続
を
し
て
病
院
へ
送
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
更
生
保
護
施
設
で
触
法
精
神

障
害
者
の
保
護
が
可
能
で
あ
る
の
も
、
こ
う
し
た
治
療
監
護
所
や
一
般
医
療
施
設

と
の
協
働
体
制
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
体
制
抜
き
に
更
生
保
護
施
設
だ

け
で
触
法
精
神
障
害
者
の
保
護
を
行
う
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

治
療
監
護
処
分
の
仮
終
了
者
は
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
対
象
者
は
月
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一
回
保
護
観
察
所
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
支
部
の
職
員
が
連
れ
て
行
く
ほ
か
、
保
護
観
察
官
も
不
定

期
で
施
設
に
来
訪
し
、
対
象
者
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　
治
療
監
護
所
出
所
者
の
平
均
保
護
期
間
は
六
か
月
か
ら
九
か
月
と
、
一
般
の
更
生
保
護
対
象
者
よ
り
も
長
く
な
っ
て
い
る
。
支
部

の
職
員
は
保
護
の
期
間
中
に
対
象
者
の
最
終
帰
住
地
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
生
活
館
か
ら
の
退
所
後
、
治
療
監
護
所
出
所

者
の
多
く
は
家
族
の
下
に
帰
住
し
て
い
る
。
触
法
精
神
障
害
者
は
家
族
を
殺
害
し
た
尊
属
殺
人
の
事
案
が
少
な
く
な
い
た
め
、
家
族

が
引
受
け
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
へ
直
接
入
所
さ
せ
る
こ
と
も
容
易
で
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
更

生
保
護
施
設
で
の
一
次
的
な
保
護
が
必
要
と
な
る
訳
で
あ
る
が
、
公
団
の
生
活
館
で
更
生
に
励
む
対
象
者
の
姿
を
見
、
ま
た
職
員
の

環
境
調
整
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
家
族
が
引
受
け
の
決
意
を
す
る
よ
う
で
あ
る
。
表
14
は
、
全
州
支
部
に
お
け
る
治
療
監
護
所
出
所
者

の
最
終
帰
住
先
で
あ
る
。
委
託
斡
旋
と
は
、
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
又
は
他
の
更
生
保
護
事
業
者
（
タ
マ
ン
宣
教
会
等
）
に
保
護
を

委
託
す
る
場
合
を
指
す
。
保
護
期
間
中
の
再
犯
は
な
い
が
、
死
亡
事
故
が
五
件
あ
り
、
う
ち
二
件
が
自
殺
、
残
り
が
外
泊
中
の
交
通

事
故
や
職
場
で
の
事
故
死
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
死
亡
事
故
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
女
性
の
触
法
精
神
障
害
者
で
治
療
監
護
所
出
所
者
は
、
水
原
支
部
の
三
美
出
張
所
で
保
護
を
実
施
し
て
い
る
。
八
つ
の
居

室
の
う
ち
半
数
の
四
室
が
治
療
監
護
所
出
所
者
用
で
あ
り
、
宿
泊
保
護
提
供
者
の
ほ
ぽ
半
数
が
治
療
監
護
所
出
所
者
で
占
め
ら
れ
て

い
る
。
治
療
監
護
所
出
所
者
用
の
居
住
区
画
は
一
般
保
護
対
象
者
用
の
居
住
区
か
ら
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
対
象
者
は
進
ん
で

治
療
監
護
所
出
所
者
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
が
一
般
対
象
者
に
と
っ
て
一
種
の
奉
仕
活
動
と
な
っ
て
い

る
。
対
象
者
の
罪
名
は
、
殺
人
（
尊
属
殺
含
む
）
、
放
火
、
暴
力
行
為
等
特
例
法
違
反
な
ど
で
あ
り
、
男
性
同
様
、
重
大
事
案
が
多
い
。

障
害
の
内
容
は
統
合
失
調
症
や
精
神
遅
滞
が
多
い
。

　
治
療
監
護
所
出
所
者
は
一
般
の
職
業
訓
練
や
処
遇
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
生
活
訓
練
と
し
て
折
り
紙
を
し
た
り
、
敷
地
内

の
賃
貸
用
工
場
に
入
っ
て
い
る
民
間
企
業
の
工
場
で
作
業
を
し
た
り
し
て
い
る
。
企
業
が
工
場
を
借
り
る
に
当
た
っ
て
は
、
出
張
所
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の
対
象
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
収
入
は
多
い
者
で
月
六
〇
万
ウ
ォ
ン
（
六
万
円
）
ほ
ど
に
な
る
が
、

精
神
状
態
が
安
定
し
な
い
の
で
、
毎
日
作
業
が
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
大
半
の
者
は
も
っ
と
少
な
い
。

　
治
療
監
護
所
と
の
協
働
体
制
は
全
州
支
部
と
同
様
で
あ
る
が
、
三
美
出
張
所
は
監
護
所
の
所
在
地
か
ら
遠
方
に
あ
る
た
め
、
治
療

監
護
所
か
ら
医
師
が
派
遣
さ
れ
る
の
は
三
か
月
に
一
回
で
あ
り
、
向
精
神
薬
は
毎
月
、
出
張
所
の
職
員
が
治
療
監
護
所
ま
で
受
け
取

り
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
、
三
美
出
張
所
の
あ
る
市
の
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
が
毎
月
出
張
所
を
訪
問
し
て
い
る
ほ

か
、
出
張
所
の
後
援
会
会
員
の
な
か
に
精
神
科
医
が
い
る
の
で
、
毎
月
一
回
、
出
張
所
を
訪
問
し
、
無
料
で
診
察
を
行
っ
て
い
る
。

　
女
性
の
治
療
監
護
所
出
所
者
も
尊
属
殺
な
ど
本
件
の
被
害
者
が
家
族
で
あ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
引
受
け
を
拒
否
す
る
家
族
が
多

く
、
そ
う
し
た
場
合
、
退
所
後
は
社
会
福
祉
施
設
、
宗
教
団
体
、
精
神
療
養
所
な
ど
へ
帰
住
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
1
2
　
後
援
会
・
地
域
と
の
関
係

　
更
生
保
護
法
時
代
に
は
更
生
保
護
事
業
の
う
ち
観
察
保
護
を
担
当
す
る
更
生
保
護
委
員
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
保
護
観
察
等
に
関

す
る
法
律
の
制
定
と
そ
の
後
の
改
正
を
通
じ
、
社
会
内
処
遇
を
担
う
民
問
篤
志
家
は
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
に
統
合
さ
れ
、
法
律

上
は
保
護
観
察
と
更
生
保
護
事
業
を
共
に
担
う
も
の
と
さ
れ
な
が
ら
、
現
実
に
は
少
年
の
保
護
観
察
や
善
導
保
護
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
た
め
、
公
団
は
更
生
保
護
事
業
に
特
化
し
た
篤
志
家
を
多
数
失
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
但
し
、
支
部
に
よ
っ
て
は
事
前
面
談
や
自
立
支
援
活
動
に
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
が
加
わ
る
例
も
見
ら
れ
る
ほ
か
、
全
州
、
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

州
、
大
田
な
ど
で
は
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
の
地
域
協
議
会
の
な
か
に
「
更
生
保
護
分
科
会
」
な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
、
更
生
保

護
事
業
に
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
が
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
分
科
会
は
、

犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
の
役
割
分
担
と
し
て
新
た
に
設
け
た
と
い
う
よ
り
、
保
護
観
察
は
保
護
善
導
委
員
、
善
導
措
置
付
起
訴
猶

予
に
伴
う
善
導
保
護
は
少
年
善
導
委
員
、
更
生
保
護
は
更
生
保
護
委
員
と
い
う
法
改
正
前
の
地
位
に
応
じ
て
委
員
を
分
け
て
い
る
に

103



法学研究77巻7号（2004：7）

過
ぎ
ず
、
こ
う
し
た
分
科
会
を
設
け
て
い
な
い
地
域
も
多
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
公
団
が
実
質
的
に
多
く
の
民
間
協
力
者
を
失
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
た
め
公
団
で
は
、
更
生
保
護

事
業
に
資
金
や
処
遇
面
で
の
協
力
を
得
る
た
め
、
新
た
に
民
間
篤
志
家
を
募
り
、
後
援
会
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
て
い

る
。
後
援
会
は
、
単
一
の
組
織
で
は
な
く
、
専
ら
矯
正
施
設
で
の
事
前
面
談
に
協
力
す
る
事
前
面
談
後
援
会
、
職
業
訓
練
の
費
用
を

負
担
し
た
り
、
自
己
の
専
門
学
校
に
対
象
者
を
受
け
入
れ
た
り
す
る
職
業
訓
練
後
援
会
、
就
業
斡
旋
や
就
業
の
た
め
の
財
政
的
支
援

を
行
う
就
業
斡
旋
後
援
会
、
施
設
収
容
者
の
子
弟
に
奨
学
金
を
支
給
す
る
奨
学
後
援
会
、
財
政
支
援
を
中
心
に
行
う
財
政
支
援
後
援

会
、
宗
教
教
育
や
情
操
教
育
な
ど
を
行
う
宗
教
後
援
会
（
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
天
主
教
が
あ
る
）
、
女
性
篤
志
家
を
中
心
と
し
、
生

活
館
慰
問
や
合
同
誕
生
会
な
ど
を
行
う
女
性
後
援
会
、
青
少
年
の
学
習
指
導
や
支
援
を
行
う
大
学
生
後
援
会
な
ど
活
動
内
容
に
応
じ

た
様
々
な
後
援
会
が
支
部
毎
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
三
月
末
で
、
全
国
に
二
三
の
後
援
会
が
あ
り
、
総
会
員
も
二
、

三
九
二
名
、
就
業
斡
旋
後
援
会
所
属
企
業
二
五
五
社
と
な
っ
て
い
る
（
表
1
5
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
の
場
合
、
検
察
庁
管
轄
毎
に
地
域
協
議
会
が
あ
り
、
ま
た
中
央
に
犯
罪
予
防
委
員
全

国
連
合
会
を
も
つ
の
に
対
し
、
後
援
会
は
支
部
毎
の
連
合
組
織
や
全
国
組
織
は
存
在
し
な
い
。
こ
う
し
た
連
合
組
織
の
必
要
性
を
唱

え
る
関
係
者
も
い
る
が
、
た
と
え
組
織
化
が
図
ら
れ
て
も
現
在
の
ま
ま
で
は
法
律
に
根
拠
の
な
い
任
意
団
体
に
止
ま
る
し
、
本
来
、

更
生
保
護
事
業
に
も
関
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
と
の
関
係
が
微
妙
な
も
の
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
韓
国
に
お
い
て
も
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
を
始
め
更
生
保
護
団
体
に
対
す
る
地
域
感
情
は
決
し
て
良
い
と
は
言
え
ず
、

支
部
の
改
築
移
転
の
際
に
地
域
住
民
か
ら
反
対
運
動
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
我
が
国
同
様
、
公
団
の
支
部
で
も
、
再

社
会
化
教
育
の
一
環
と
し
て
、
対
象
者
が
地
域
の
清
掃
を
し
た
り
、
福
祉
施
設
や
農
作
業
で
の
奉
仕
作
業
を
行
い
、
地
域
住
民
の
更

生
保
護
事
業
に
対
す
る
理
解
を
求
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
支
部
や
水
原
支
部
で
は
地
域
住
民
に
対
す
る
無
料
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ザ
を
地
域
の
住
民
に
開
放
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
近
隣
の
子
供
達
が
イ
ン
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タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
に
集
ま
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
韓
国
の
場
合
、
地
域
の
様
々
な
構
成
員
が
後
援
会
を
通
じ
て
公
団
の
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
生
保
護
事
業
の
透
明
性
を
高
め
る
と
同
時
に
、
事
業
に
対
す
る
地
域
社
会
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
更
生
保
護
対
象
者
の
社
会
復
帰
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
1
3
　
韓
国
で
の
評
価
と
課
題

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
幹
部
職
員
が
全
州
支
部
の
保
護
対
象
者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
更
生
保
護
の
措

置
が
自
立
や
社
会
適
応
の
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
と
す
る
者
や
更
生
保
護
を
受
け
る
こ
と
で
再
犯
へ
の
誘
惑
を
絶
つ
こ
と
が
で
き
た

と
す
る
者
が
多
く
、
大
部
分
の
者
が
全
て
の
出
所
者
に
更
生
保
護
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
を
薦
め
る
と
回
答
す
る
一
方
、
措
置
の
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

類
と
質
に
対
す
る
満
足
度
で
は
「
普
通
」
と
答
え
る
者
が
四
〇
％
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
公
団
業
務
の
評
価
の
た
め
法
務
部
が
二

〇
〇
四
年
二
月
に
実
施
し
た
対
象
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
職
業
訓
練
を
受
け
た
職
種
で
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
た
者
が
約

半
数
に
及
ん
で
い
る
が
、
な
お
就
業
保
証
や
職
業
訓
練
の
多
様
化
を
求
め
る
者
が
多
い
こ
と
、
就
労
先
は
建
築
（
三
二
％
）
、
運
転

（
二
一
％
）
、
工
業
（
一
六
％
）
、
接
客
業
（
一
五
％
）
、
会
社
員
（
九
％
）
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
就
職
は
公
団
職
員
や
後
援
会
員

な
ど
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
就
職
し
た
者
も
一
定
数

い
る
こ
と
、
施
設
職
員
の
態
度
は
親
切
で
積
極
的
だ
と
す
る
者
が
大
多
数
で
あ
る
こ
と
、
四
割
の
者
が
宿
泊
施
設
を
適
当
・
良
好
と

し
な
が
ら
も
居
室
の
狭
さ
や
古
さ
を
指
摘
す
る
も
の
や
、
体
育
施
設
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
施
設
、
休
憩
室
な
ど
の
設
備
拡
充
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
69
）

声
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
を
始
め
と
す
る
更
生
保
護
事
業
に
対
し
て
は
、
公
団
や
法
務
部
外
部
か
ら
も
様
々
な
評
価
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋
の
強
化
と
多
様
化
、
職
員
の
増
加
と
専
門
化
、
政
府
補
助
金
の
増
額
、

施
設
の
拡
充
や
整
備
、
民
間
篤
志
家
の
更
な
る
参
加
と
教
育
を
求
め
る
も
の
な
ど
、
何
れ
も
総
論
的
で
処
遇
の
具
体
的
な
内
容
を
示
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（
百
℃
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
71
）

す
ま
で
に
至
ら
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
対
象
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
や
指
導
強
化
を
説
く
も
の
や
、
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

齢
者
や
薬
物
中
毒
者
な
ど
処
遇
困
難
者
の
保
護
・
処
遇
を
行
う
専
門
施
設
の
設
置
を
求
め
る
も
の
な
ど
、
興
味
深
い
主
張
も
見
ら
れ

る
。　
ま
た
、
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
は
、
保
護
観
察
や
更
生
保
護
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
事
や

職
務
が
検
察
中
心
に
行
わ
れ
、
保
護
観
察
や
更
生
保
護
事
業
で
の
役
割
も
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
（
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

い
し
保
護
観
察
所
）
に
指
揮
・
監
督
を
移
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
は
更
生
保
護
関
係
者
に
広
く
見
ら
れ
る
見
解
で
あ
り
、
こ
れ
な

ど
は
韓
国
更
生
保
護
事
業
の
歴
史
的
沿
革
に
由
来
す
る
同
国
特
有
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
の
役
割
を
巡
る
問
題
と
の
関
係
で
、
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
の
前
身
で
あ
る
更
生

保
護
委
員
が
担
っ
て
い
た
観
察
保
護
（
宿
泊
を
前
提
と
せ
ず
、
通
信
や
訪
問
の
形
で
対
象
者
の
指
導
や
環
境
の
調
整
を
行
う
保
護
の
形
態
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

を
復
活
す
べ
き
と
の
意
見
が
一
九
九
五
年
の
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
制
定
時
か
ら
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
見
解
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
75
）

現
在
で
も
依
然
と
し
て
見
ら
れ
る
。
観
察
保
護
は
、
保
護
観
察
導
入
前
の
一
九
八
○
年
代
、
一
時
期
、
保
護
観
察
の
代
替
制
度
と
し

て
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
う
保
護
観
察
の
導
入
に
よ
り
、
保
護
観
察
と
重
複
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
76
）

と
し
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
法
律
の
上
で
は
更
生
保
護
措
置
の
善
行
指
導
と
い
う
形
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
公
団
で
も
事
後
管
理
と

い
う
形
で
善
行
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
実
業
家
を
中
心
と
し
た
後
援
会
員
や
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
に
よ
る
活
動
が
財
政
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
77
）

な
支
援
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
内
で
の
生
活
指
導
や
相
談
業
務
な
ど
を
行
う
更
生
保
護
の
措
置
が
必

要
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
制
度
の
経
緯
と
現
行
法
の
内
容
を
考
え
る
と
、
こ
れ
を
観
察
保
護
の
復
活
と
し
て
行
う
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
78
）

も
、
善
行
指
導
の
改
革
と
い
う
形
で
行
う
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
に
対
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
や
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
更
生
保
護
施
設
と
比
較
し

た
場
合
、
興
味
深
い
特
色
が
幾
つ
も
見
ら
れ
、
日
本
の
更
生
保
護
事
業
の
将
来
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
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る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
韓
国
の
更
生
保
護
事
業
を
踏
ま
え
な
が
ら
我
が
国
の
更
生
保
護
事
業
を
再
検
討
す
る
作
業
は
本
稿
の
最
終
章

で
行
う
と
し
て
、
そ
の
前
に
韓
国
更
生
保
護
公
団
に
属
さ
な
い
そ
の
他
の
民
間
更
生
保
護
団
体
の
活
動
概
要
と
、
そ
の
な
か
に
あ
っ

て
最
大
規
模
の
事
業
を
展
開
す
る
タ
マ
ン
宣
教
会
の
事
業
に
つ
い
て
ま
ず
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

五
　
更
生
保
護
事
業
者
の
概
要
と
活
動
状
況

　
1
　
更
生
保
護
事
業
者
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

　
二
〇
〇
四
年
現
在
、
韓
国
で
は
五
つ
の
団
体
が
法
務
部
長
官
よ
り
更
生
保
護
事
業
者
の
認
可
を
受
け
、
活
動
し
て
い
る
（
表
1
6
）
。

五
団
体
の
う
ち
、
行
政
更
生
保
護
会
と
韓
国
基
督
教
教
化
福
祉
院
が
財
団
法
人
で
あ
り
、
残
り
の
三
団
体
が
社
団
法
人
で
あ
る
。
パ

ス
カ
教
化
福
祉
院
を
除
く
四
つ
の
団
体
が
ソ
ウ
ル
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
宿
泊
保
護
を
行
っ
て
い
る
四
団
体
は
、
何

れ
も
キ
リ
ス
ト
教
系
の
団
体
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
更
生
保
護
事
業
五
団
体
の
活
動
実
績
を
示
し
た
も
の
が
表
17
で
あ
る
。
五
団
体
の
う
ち
最
も
実
績
を
挙
げ
て
い
る
の
が
タ

マ
ン
宣
教
会
で
あ
り
、
宿
泊
保
護
者
数
で
は
、
同
団
体
だ
け
で
韓
国
更
生
保
護
公
団
全
体
の
約
半
数
近
く
に
も
達
す
る
。
さ
ら
に
、

タ
マ
ン
宣
教
会
は
二
〇
〇
三
年
に
宿
泊
施
設
の
全
面
改
築
を
行
い
、
定
員
も
従
来
の
ご
二
名
か
ら
倍
以
上
の
二
五
〇
名
に
増
員
す

る
な
ど
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
以
外
の
更
生
保
護
事
業
者
の
中
で
は
突
出
し
た
規
模
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
、
タ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

ン
宣
教
会
に
よ
る
更
生
保
護
事
業
の
概
要
と
活
動
状
況
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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　　　　　　　　　　　　表16　更生保護事業者の概要
予算額単位：千ウォン

行政更生保護会 韓国基督撒化福祉院 世界教化・更保協会 タマン宣教会 パスカ教化福祉院

認可年月日 1983年6月8日 1985年6月11目 1996年4月22日 1997年3月26日 1997年11月27日

法人形態 財団法人 財団法人 社団法人 社団法人 社団法人

所在地 ソウル ソウル ソウル ソウル 大邸

生活館と定員 無し 有り（10名） 有り（15名） 有り（250名＊） 有り（25名）

2002年予算額 4，289 77，496 266，000 600，000 245，900

資料：石封｛｝『墾号7暮想旦堂朴唱91竜斗般呼卒手祉斗苅1』噌多1唱ス1主弓量11杢（2002）83唱．

注　　タマン宣教会の定員は2003年全面改築後のものに改めてある。

　　　　　　　　　　　　表17　更生保護事業者の活動状況　　　　　　　　単f、乞：名

事業内容 年度
行政更生

保護会

韓国基督教

教化福祉院

世界教化・

更保協会

タマン

宣教会

パスカ教

化福祉院
計

宿泊提供
2000年 一

180 128 1，187 231 1，734

2001年 一
140 199 1，268 366 1，973

職業訓練
2000年 一 5 24 8 ll 48

2001年 一 一
17 14 16 47

就業斡旋
2000年 一

10 22 599 183 814

2001年 一
29 9 610 245 893

旅費支給
2000年 228 4 17 ll 27 347

2001年 228 5 15 3 26 337

起業助成金品
2000年 一 3 一

36 24 63

2001年 一 1 7 80 27 115

就籍・住民登録
2000年 一 一 9 103 38 150

2001年 一 一 8 96 29 133

縁組
2000年 一 一 一

59
一

59

2001年 一 一
12 64 一

76

学費補助
2000年 一 一 1 8 3 12

2001年 一 3 2 10
一

15

事前面談
2000年 一

17 1，800 916 251 2，984

2001年 一
34 403 721 303 1，461

資料：1胡歪『爺号・基・蓼呈堂入ト唱到司屠嗅呼卒羊御籾』唱多1曽ス1王噌11杢（2002）85只｛．
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タ
マ
ン
宣
教
会
の
設
立
は
一
九
八
五
年
に
遡
る
が
、
現
行
法
の
下
で
更
生
保
護
事
業
者
の
認
可
を
得
た
の
は
一
九
九
七
年
で
あ
る
。

同
会
は
キ
リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
精
神
に
基
づ
き
更
生
保
護
事
業
を
行
う
社
団
法
人
で
、
理
事
長
を
含
む
一
〇
名
の
理

事
と
二
名
の
監
事
か
ら
成
る
理
事
会
の
下
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
常
勤
職
員
は
全
部
で
八
名
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
調
理
員
と

調
理
補
助
が
四
名
、
そ
れ
に
収
益
事
業
の
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
再
生
工
場
の
経
営
・
営
業
に
当
た
る
一
〇
名
の
事
務
員
が
い
る
。

常
勤
職
員
八
名
の
う
ち
二
名
以
外
は
全
て
受
刑
歴
が
あ
り
、
実
質
的
に
施
設
の
運
営
を
取
り
仕
切
る
施
設
長
も
元
受
刑
者
で
、
牧
師

と
な
っ
た
後
タ
マ
ン
宣
教
会
で
の
事
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。
我
が
国
に
は
元
受
刑
者
が
更

生
保
護
施
設
の
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
例
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
タ
マ
ン
宣
教
会
は
更
生
し
た
元
受
刑
者
が
牧
師
又
は
職
員
と
し

て
更
生
保
護
対
象
者
の
保
護
と
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
⑭
予
算
と
収
益
事
業

　
二
〇
〇
二
年
度
の
予
算
総
額
は
六
億
ウ
ォ
ン
（
六
、
0
0
0
万
円
）
で
あ
り
、
収
入
の
内
訳
は
会
費
収
入
が
五
七
％
、
法
人
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
81
）

事
に
よ
る
後
援
金
が
八
％
、
政
府
補
助
金
一
八
％
、
施
設
長
の
講
演
料
等
が
一
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
タ
マ
ン
宣
教
会
に
対
す
る
政

府
の
補
助
金
は
保
護
対
象
者
の
延
べ
宿
泊
保
護
日
数
か
ら
算
出
し
、
基
礎
額
も
一
人
一
日
当
た
り
二
、
○
○
○
ウ
ォ
ン
か
ら
二
、
五

〇
〇
ウ
ォ
ン
程
度
（
二
〇
〇
円
～
二
五
〇
円
）
で
、
そ
の
総
額
は
一
億
ウ
ォ
ン
強
（
一
、
0
0
0
万
円
強
）
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対

し
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
に
対
す
る
政
府
補
助
金
は
五
〇
億
ウ
ォ
ン
強
（
五
億
円
）
で
あ
る
か
ら
、
組
織
の
規
模
や
職
員
数
が
異
な

る
こ
と
か
ら
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、
タ
マ
ン
宣
教
会
へ
の
政
府
補
助
金
が
相
対
的
に
少
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
タ
マ
ン
宣
教
会
で
は
会
員
制
度
を
設
け
、
教
会
や
企
業
な
ど
か
ら
会
費
を
募
っ
て
運
営
資
金
に
充
て
る
と
と
も
に
、
収

益
事
業
と
し
て
二
〇
〇
一
年
よ
り
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
再
生
工
場
を
経
営
し
て
い
る
。
事
業
は
、
使
用
済
み
の
プ
リ
ン
タ
・
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
を
再
生
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
政
府
に
納
入
し
た
り
、
一
般
販
売
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
業
種
を
事
業
に

選
定
し
た
理
由
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
分
野
で
将
来
性
が
あ
り
、
ま
た
環
境
保
護
に
つ
な
が
る
と
共
に
、
輸
入
力
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
リ
サ
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イ
ク
ル
な
の
で
外
貨
節
約
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
工
場
で
は
一
〇
名
か
ら
一
五
名
の
宿
泊
保
護
対
象
者
が
勤
務
し
、
週
六

日
勤
務
で
月
八
○
万
ウ
ォ
ン
か
ら
一
四
〇
万
ウ
ォ
ン
（
八
万
円
～
一
四
万
円
）
の
所
得
を
得
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
の
売
り
上
げ
は

約
七
億
ウ
ォ
ン
で
、
純
利
益
は
六
、
O
O
O
万
ウ
ォ
ン
（
六
〇
〇
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑥
対
象
者
と
申
請
経
路

　
タ
マ
ン
宣
教
会
も
法
務
部
長
官
の
認
可
を
受
け
た
更
生
保
護
事
業
者
で
あ
る
か
ら
、
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
が
定
め
る
よ
う

に
、
そ
の
対
象
者
は
刑
事
処
分
又
は
保
護
処
分
を
受
け
た
者
で
、
自
立
更
生
の
た
め
保
護
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
。
し

か
し
、
タ
マ
ン
宣
教
会
で
は
、
特
に
累
犯
者
に
対
す
る
保
安
処
分
施
設
で
あ
る
保
護
監
護
所
（
現
在
、
慶
尚
北
道
の
青
松
に
第
一
保
護

監
護
所
と
第
二
保
護
監
護
所
の
二
施
設
が
あ
る
）
と
触
法
精
神
障
害
者
に
対
す
る
治
療
監
護
処
分
施
設
で
あ
る
治
療
監
護
所
（
現
在
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

忠
清
南
道
の
公
州
に
一
施
設
が
あ
る
）
か
ら
の
出
所
者
が
特
に
多
い
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
二
月
の
時
点
で
同
団
体
の
宿
泊
保
護
施

設
に
は
一
〇
二
名
の
入
所
者
が
い
る
が
、
こ
の
う
ち
保
護
監
護
所
出
所
者
が
四
〇
名
、
治
療
監
護
所
出
所
者
が
四
〇
名
と
な
っ
て
お

り
、
残
り
の
二
二
名
が
一
般
の
矯
導
所
出
所
者
で
あ
る
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
全
面
改
築
し
た
後
の
二
〇
〇
四
年
五
月
に
お
け
る
入

所
者
一
七
〇
名
中
の
保
護
監
護
所
出
所
者
と
治
療
監
護
所
出
所
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
名
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。
同
会
で
は
高
齢
者

も
積
極
的
に
保
護
し
て
お
り
、
日
本
で
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
社
会
復
帰
に
困
難
が
予
想
さ
れ
る
者
を
中
心
に
保
護
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

　
僅
か
で
あ
る
が
成
人
女
子
も
保
護
の
対
象
と
し
て
お
り
、
総
定
員
二
五
〇
名
の
う
ち
女
子
の
定
員
は
二
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
少
年
は
保
護
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
保
護
対
象
者
に
は
保
護
観
察
対
象
者
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
保
護
監
護

所
か
ら
の
仮
出
所
者
や
治
療
監
護
所
か
ら
の
仮
終
了
者
で
あ
る
。
外
国
で
刑
事
処
分
を
受
け
た
韓
国
人
も
保
護
の
対
象
と
し
て
お
り
、

日
本
の
刑
務
所
で
刑
の
執
行
を
受
け
た
後
、
退
去
強
制
と
な
っ
た
元
受
刑
者
を
保
護
し
た
例
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
タ
マ
ン
宣
教
会
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
精
神
に
基
づ
い
て
更
生
保
護
活
動
を
行
う
団
体
で
あ
る
た
め
、
対
象
者
は
プ
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ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
限
定
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
施
設
で
は
礼
拝
や
宗
教
関
係
の
行
事
が
あ
る
た
め
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
い
者
や

宗
教
に
関
心
の
な
い
者
は
そ
も
そ
も
同
会
で
の
保
護
を
希
望
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
タ
マ
ン
宣
教
会
へ
は
、
同
会
が
保
護
監
護
所
や
矯
導
所
で
宗
教
教
講
や
相
談
活
動
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
じ
て
同
会
の
存
在
を
知
り
、
保
護
を
申
請
す
る
場
合
が
多
い
。
特
に
、
青
松
保
護
監
護
所
と
公
州
治
療
監
護
所
か
ら
同
会
に
帰

住
す
る
者
が
毎
月
数
十
名
に
も
及
ぶ
た
め
、
毎
月
一
回
、
ソ
ウ
ル
の
タ
マ
ン
宣
教
会
か
ら
同
施
設
ヘ
バ
ス
で
保
護
対
象
者
を
迎
え
に

行
く
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
同
会
は
被
収
容
者
の
間
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
た
め
、
釈
放
後
、
同

会
に
直
接
保
護
を
求
め
て
く
る
者
も
多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
同
様
、
保
護
対
象
者
が
直
接
更
生
保
護
事
業

者
へ
更
生
保
護
の
申
請
を
行
う
こ
と
か
ら
、
保
護
観
察
所
が
そ
の
手
続
に
関
与
す
る
の
は
、
一
部
の
保
護
観
察
対
象
者
の
場
合
だ
け

で
あ
る
。

　
＠
更
生
保
護
事
業
の
内
容

　
タ
マ
ン
宣
教
会
に
よ
る
更
生
保
護
事
業
の
中
心
が
宿
泊
施
設
（
生
活
館
）
に
お
け
る
保
護
事
業
で
あ
る
。
同
会
は
二
〇
〇
三
年
ま

で
五
棟
か
ら
成
る
総
定
員
一
二
一
名
の
宿
泊
施
設
を
有
し
て
い
た
が
、
全
て
一
般
住
宅
で
、
し
か
も
保
護
希
望
者
の
増
加
に
対
応
し

よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
屋
根
裏
部
屋
や
倉
庫
を
改
装
し
て
居
室
に
し
た
り
、
コ
ン
テ
ナ
ー
を
改
造
し
て
臨
時
の
宿
泊
施
設
に
す
る
な

ど
し
て
い
た
た
め
、
居
住
環
境
が
悪
く
、
ま
た
施
設
毎
に
電
気
や
水
道
料
が
か
か
り
経
費
が
嵩
む
と
い
う
間
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ

こ
で
、
民
間
企
業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
・
浄
財
に
よ
っ
て
二
〇
〇
三
年
に
施
設
の
全
面
改
築
を
行
い
、
同
年
一
〇
月
に
二
棟
か
ら
成

る
ビ
ル
形
式
の
新
し
い
宿
泊
施
設
と
事
務
所
が
完
成
し
て
い
る
。

　
新
し
い
宿
泊
施
設
の
総
定
員
は
二
五
〇
名
で
あ
る
。
二
棟
の
う
ち
五
階
建
て
の
ビ
ル
の
一
階
に
は
事
務
所
と
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
再
生
工
場
の
事
務
所
が
入
り
、
二
階
か
ら
上
層
階
は
全
て
個
人
対
象
者
用
一
八
○
名
分
の
居
室
六
〇
室
が
入
っ
て
い
る
。
保
護
対

象
者
は
施
設
で
生
活
し
な
が
ら
、
就
労
可
能
な
者
は
就
労
し
、
自
立
資
金
を
蓄
え
る
。
保
護
期
問
は
法
定
期
間
の
一
年
で
あ
る
が
、
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後
述
す
る
よ
う
に
、
高
齢
者
、
治
療
監
護
施
設
出
所
者
、
家
族
用
居
室
の
在
住
者
な
ど
に
は
期
間
の
特
例
が
あ
る
。
施
設
で
は
、
食

事
、
衣
料
、
寝
具
、
生
活
消
耗
品
が
無
料
で
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
医
療
奉
仕
団
体
の
協
力
に
よ
る
無
料
の
健
康
診
断
や
投
薬
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
無
料
理
髪
、
交
通
費
支
給
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
二
棟
の
う
ち
も
う
一
つ
の
四
階
建
て
の
ビ
ル
に
は
、
女
性
対
象
者
用
の
居
室
（
定
員
二
〇
名
）
と
家
族
用
居
室
（
定
員
五
〇
名
）
が

入
っ
て
い
る
。
同
会
は
一
九
九
一
年
か
ら
女
性
の
宿
泊
保
護
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
改
築
前
か
ら
女
性
用
の
宿
泊
施
設
を
有
し
て
い

た
が
、
（
当
時
の
定
員
は
九
名
）
、
家
族
用
の
居
室
は
、
二
〇
〇
三
年
の
全
面
改
築
の
際
、
「
福
祉
ア
パ
ー
ト
」
の
構
想
の
下
に
新
た
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
更
生
保
護
対
象
者
の
う
ち
扶
養
家
族
の
い
る
既
婚
者
を
家
族
と
共
に
同
会
の
家
族
用
居
室
で

生
活
さ
せ
る
こ
と
で
、
退
所
後
の
自
立
資
金
を
蓄
え
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
へ
の
早
期
復
帰
を
促
し
、
社
会
復
帰
を
よ
り
安
定

し
た
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ビ
ル
内
に
は
一
〇
世
帯
分
の
家
族
用
居
室
（
二
D
K
相
当
）
が
設
け
ら
れ
、

第
一
期
は
二
名
（
夫
婦
の
み
）
か
ら
五
名
（
夫
婦
、
親
一
名
、
子
供
二
名
）
の
計
一
〇
世
帯
が
生
活
し
て
い
る
。
在
会
期
間
は
原
則
三

年
と
さ
れ
る
が
、
自
立
可
能
性
を
考
慮
し
て
さ
ら
に
二
年
ま
で
延
長
が
認
め
ら
れ
る
。
宿
泊
費
は
無
料
で
あ
る
が
、
電
気
・
水
道
・

ガ
ス
料
金
な
ど
は
各
世
帯
の
自
己
負
担
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
家
族
の
保
護
に
つ
い
て
は
政
府
補
助
金
が
つ
か
な
い
な
ど
施
設
側
に

と
っ
て
の
負
担
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
タ
マ
ン
宣
教
会
の
更
生
保
護
事
業
で
特
徴
的
な
の
は
、
い
わ
ゆ
る
処
遇
困
難
者
に
対
す
る
保
護
の
実
施
で
あ
る
。
同
会

で
は
、
特
別
保
護
と
称
し
て
、
治
療
監
護
所
を
出
所
し
た
触
法
精
神
障
害
者
や
精
神
遅
滞
の
者
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
、
身
体
障

害
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
更
生
保
護
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
治
療
監
護
所
を
出
所
し
た
触
法
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
、

保
護
希
望
者
を
毎
月
一
〇
数
名
単
位
で
受
入
れ
、
一
時
的
な
保
護
を
行
い
な
が
ら
、
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
な
ど
へ
の
橋
渡
し
を
行

っ
て
い
る
。
医
師
も
専
門
家
も
い
な
い
同
会
で
こ
う
し
た
対
応
が
で
き
る
の
も
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
全
州
支
部
や
三
美
出
張
所
同

様
、
治
療
監
護
所
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
で
、
同
会
に
も
治
療
監
護
所
か
ら
月
一
回
ず
つ
医
師
が
来
訪
し
、
診
察
と
薬
の
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処
方
を
行
う
ほ
か
、
同
会
で
も
、
週
一
回
、
相
談
の
専
門
家
を
有
給
で
招
聰
し
、
特
別
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
治
療
監
護
所
出
所
者

は
二
年
（
原
則
一
年
、
延
長
一
年
）
ま
で
在
所
を
認
め
て
い
る
が
、
基
本
的
に
就
労
に
適
さ
な
い
者
が
多
い
た
め
、
入
所
期
間
中
は

静
養
と
治
療
中
心
の
生
活
と
な
り
、
障
害
者
登
録
と
医
療
保
護
の
手
続
を
と
り
、
三
分
の
二
は
福
祉
施
設
か
医
療
施
設
へ
送
り
、
残

り
は
家
族
の
下
へ
帰
住
さ
せ
て
い
る
。

　
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
も
法
定
期
間
よ
り
も
長
い
二
年
ま
で
の
入
所
を
認
め
て
お
り
、
入
所
者
の
七
～
八
％
程
度
が
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
で
あ
る
と
い
う
。
高
齢
者
の
う
ち
就
労
が
可
能
な
者
は
警
備
や
清
掃
な
ど
の
職
に
就
く
が
、
そ
う
で
な
い
者
は
施
設
で

休
養
し
な
が
ら
、
自
治
体
で
国
民
基
礎
生
活
保
障
法
に
基
づ
く
医
療
保
護
の
手
続
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
生
活
保
護
（
医

療
扶
助
）
に
相
当
す
る
医
療
保
護
が
得
ら
れ
れ
ば
、
無
料
で
医
療
措
置
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
福
祉
団
体
や
病
院
で
の
受
入
れ
も
可

能
と
な
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
タ
マ
ン
宣
教
会
で
は
、
職
業
訓
練
助
成
、
就
業
斡
旋
、
起
業
助
成
、
結
婚
の
斡
旋
、
学
費
支
給
、
就
籍
・
住
民
登
録

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
職
業
訓
練
は
、
機
械
加
工
や
溶
接
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
専
門
学
校
費
用
を
負
担
す
る
形
で
行
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
訓
練
の
大
半
が
運
転
免
許
取
得
で
あ
り
、
同
会
で
教
習
所
の
費
用
（
約
八
O
万
ウ
ォ
ン
）
を
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
年
間

六
〇
名
に
対
し
小
荷
物
運
送
業
や
印
刷
業
、
物
品
販
売
な
ど
の
小
規
模
事
業
の
開
業
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
保
護
対
象
者
の
な
か
に
は
牧
師
に
な
る
た
め
神
学
校
に
通
学
し
て
い
る
者
が
お
り
、
こ
う
し
た
者
に
対
し
て
も
学
費
の
支
給
を

行
っ
て
い
る
。

　
タ
マ
ン
宣
教
会
は
、
更
生
保
護
事
業
の
ほ
か
、
矯
正
施
設
に
お
い
て
、
教
講
活
動
、
聖
書
と
図
書
の
寄
贈
、
無
縁
故
者
や
長
期
受

刑
者
に
対
す
る
生
活
用
品
と
領
置
金
の
支
援
、
無
縁
故
者
の
縁
組
、
相
談
、
入
所
者
の
家
族
に
対
す
る
生
活
費
等
の
支
援
、
少
年
院

在
院
者
や
保
護
観
察
対
象
者
に
対
す
る
精
神
教
育
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
週
一
回
ず
つ
ソ
ウ
ル
市
内
の
幾
つ
か
の
警

察
署
の
留
置
場
を
訪
問
し
、
宣
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
タ
マ
ン
宣
教
会
で
は
、
累
犯
者
、
高
齢
者
、
精
神
障
害
者
な
ど
の
処
遇
困
難
者
を
積
極
的
に
受
入
れ
、
更
生
保
護
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
韓
国
の
更
生
保
護
事
業
に
お
い
て
司
法
保
護
会
や
更
生
保
護
会
の
流
れ
を
汲
む
韓
国
更
生
保
護
公
団
が
大
き

な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
タ
マ
ン
宣
教
会
な
ど
の
公
団
に
属
さ
な
い
更
生
保
護
事
業
者
の
活
動
も
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
個
別
の
更
生
保
護
事
業
者
に
よ
る
活
動
抜
き
に
韓
国
の
更
生
保
護
事
業
の
現
状
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

韓国における更生保護事業の特色と刑事政策的意義（二・完）

六
　
日
本
の
更
生
保
護
事
業
に
対
す
る
刑
事
政
策
的
意
義

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
を
始
め
と
す
る
韓
国
の
更
生
保
護
団
体
と
我
が
国
の
更
生
保
護
法
人
は
、
そ
の
形
態
や
社
会
的
背
景
か
ら
同

列
に
論
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
面
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
韓
国
の
更
生
保
護
事
業
の
内
容
に
は
我
が
国
の
更
生
保
護
事
業

の
将
来
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
参
考
に
な
る
点
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
を
締
め
括
る
に
あ
た
り
、
韓
国
の
更
生

保
護
団
体
と
そ
の
活
動
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
我
が
国
の
更
生
保
護
事
業
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し

た
い
。
な
お
、
我
が
国
の
更
生
保
護
施
設
で
は
、
近
年
、
生
活
技
能
訓
練
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
療
法
等
の
処
遇
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、
韓
国
の
更
生
保
護
団
体
で
は
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
韓
国
に
お
け
る
更
生
保
護
事
業
の

分
析
を
通
じ
て
我
が
国
の
更
生
保
護
事
業
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
本
稿
で
は
敢
え
て
取
り
上
げ
ず
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
他
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

1
　
重
点
施
設
・
施
設
規
模

我
が
国
の
更
生
保
護
施
設
は
個
々
に
独
立
し
た
法
人
組
織
が
運
営
し
て
い
る
た
め
、

施
設
の
事
情
に
よ
っ
て
運
営
状
況
や
処
遇
内
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容
が
異
な
る
の
に
対
し
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
は
全
国
に
支
部
や
出
張
所
を
も
つ
単
一
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
統
一
の
基
準

に
従
っ
て
更
生
保
護
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
を
も
つ
。
ま
た
、
公
団
で
は
、
組
織
力
を
生
か
し
、
矯
正
施
設

の
近
く
に
あ
る
支
部
の
担
当
職
員
や
篤
志
家
が
出
所
予
定
者
に
面
接
を
実
施
し
、
本
人
の
希
望
や
就
労
・
訓
練
の
都
合
な
ど
を
考
慮

し
た
上
で
、
他
の
支
部
に
送
っ
て
更
生
保
護
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
全
国
に
配
置
さ
れ
た
各
支
部
に
は
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
特
徴
を
も
た
せ
、
例
え
ば
工
業
地
帯
に
は
就
業
斡
旋
に
重
点
を
置
い
た
就
業
斡
旋
専
門
の
施
設
（
出
張
所
）
を

設
け
た
り
、
触
法
精
神
障
害
者
治
療
施
設
の
あ
る
地
域
の
支
部
で
は
触
法
精
神
障
害
者
の
重
点
施
設
を
設
け
た
り
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
も
、
更
生
保
護
事
業
法
（
特
に
第
三
条
、
第
五
条
の
二
、
第
二
章
第
五
節
、
第
四
六
条
、
第
四
九
条
の
二
、
第
三
章
第
二
節
な

ど
）
及
び
更
生
保
護
施
設
に
お
け
る
処
遇
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
下
、
保
護
局
が
更
生
保
護
法
人
と
事
業
の
監
督
を
行
っ
て
い

る
し
、
全
国
更
生
保
護
法
人
連
盟
や
各
管
区
の
協
議
会
な
ど
で
情
報
交
換
や
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
、
更
生
保
護
施
設
の
業
務
を
一
定

の
水
準
に
保
つ
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
職
員
体
制
や
財
政
事
情
か
ら
施
設
の
運
用
や
処
遇
内
容
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
新
た
な
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
施
設
が
あ
る
一
方
、
宿
泊
と
就
労
支
援
の
枠
か
ら
大
き
く
踏

み
出
せ
な
い
施
設
も
多
い
。
環
境
調
整
に
し
て
も
、
処
遇
困
難
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
も
あ
れ
ば
、
職
員
の
処
遇
に

対
す
る
考
え
方
や
地
域
の
事
情
か
ら
対
象
者
の
選
定
や
受
入
れ
に
厳
し
い
施
設
も
あ
る
。

　
日
本
と
韓
国
の
更
生
保
護
施
設
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
組
織
や
体
制
の
違
い
は
、
両
国
に
お
け
る
更
生
保
護
の
長
い
歴
史
の
過
程

で
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
よ
う
な
全
国
組
織
の
体
制
に
長
所
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
社
会
的
状
況

の
異
な
る
日
本
に
お
い
て
更
生
保
護
施
設
を
韓
国
の
よ
う
な
組
織
に
改
変
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
は
思
え
ず
、
ま
た
そ
う
し
た

大
規
模
な
組
織
改
革
が
対
象
者
の
保
護
や
処
遇
に
望
ま
し
い
成
果
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
韓

国
更
生
保
護
公
団
の
例
だ
け
を
も
っ
て
我
が
国
に
お
け
る
国
立
更
生
保
護
施
設
の
設
置
に
関
す
る
論
拠
と
す
る
の
は
、
余
り
に
拙
速

で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
個
々
の
更
生
保
護
施
設
が
バ
ラ
バ
ラ
に
事
業
を
営
む
の
で
は
な
く
、
組
織
的
・
計
画
的
に
事
業
を
展
開
す
る
韓
国
更
生

保
護
公
団
の
運
営
方
法
か
ら
学
ぶ
も
の
は
あ
る
。
我
が
国
で
も
一
部
の
施
設
で
は
個
性
的
な
処
遇
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ

こ
か
ら
一
歩
進
め
て
、
各
管
区
に
特
定
の
専
門
機
能
を
備
え
た
更
生
保
護
施
設
を
設
け
て
い
く
ア
イ
デ
ア
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
技
術
や
技
能
に
優
れ
た
人
的
資
源
を
有
効
に
利
用
で
き
る
環
境
に
あ
る
施
設
を
職
業
訓
練
や
技
能
講
習
の
専
門
施
設
に
す

る
の
も
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
福
祉
政
策
の
進
ん
だ
地
域
の
施
設
を
高
齢
対
象
者
の
保
護
を
重
点
的
に
行
う
施
設
に
指
定
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
少
年
専
用
施
設
も
現
在
、
関
東
、
中
部
、
大
阪
に
四
箇
所
し
か
な
く
、
そ
の
他
多
く
の
成
人
少
年
混
合
施
設
で
は
少

年
入
所
者
に
対
す
る
処
遇
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
区
毎
に
少
年
の
専
用
施
設
が
設
け
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　
勿
論
、
重
点
施
設
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
重
点
項
目
に
該
当
す
る
対
象
者
だ
け
を
入
所
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
高
齢
や
障
害
な
ど

一
定
の
問
題
を
抱
え
る
者
だ
け
を
特
定
施
設
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
は
、
施
設
に
人
的
・
財
政
的
負
担
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
自
治

体
に
も
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
特
定
の
処
遇
を
専
門
的
に
実
施
す
る
施
設
を
設
け
る
こ
と
で
、
効
率
的
・
効
果
的

な
処
遇
が
行
え
る
面
も
あ
る
し
、
講
習
や
教
育
な
ど
特
徴
的
な
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
重
点
施
設
が
近
郊
の
更
生
保
護

施
設
か
ら
適
当
な
対
象
者
を
募
っ
て
、
短
期
講
習
の
よ
う
な
集
中
的
な
処
遇
を
実
施
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
重
点
施
設

が
当
該
重
点
項
目
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
管
内
の
更
生
保
護
施
設
全
体
の
処
遇
向
上

に
も
資
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
施
設
の
収
容
定
員
と
い
う
点
か
ら
見
て
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
各
支
部
は
日
本
の
更
生
保
護
施
設
よ
り
も
平
均
的
に
規

模
が
大
き
く
、
タ
マ
ン
宣
教
会
に
至
っ
て
は
定
員
二
五
〇
名
の
大
規
模
施
設
で
あ
る
。
日
本
の
更
生
保
護
施
設
に
お
け
る
保
護
の
延

人
員
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
今
後
も
保
護
対
象
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
均
収
容

定
員
が
二
〇
名
強
と
い
う
日
本
の
更
生
保
護
施
設
は
収
容
能
力
の
点
で
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
九

四
年
の
更
生
保
護
施
設
整
備
費
補
助
金
制
度
の
創
設
以
降
、
各
地
で
施
設
の
改
築
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
全
面
改
築
に
際
し
収
容
定
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員
を
増
や
す
施
設
の
例
が
な
い
訳
で
は
な
い
も
の
の
、
従
前
の
定
員
が
古
い
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、

現
在
の
施
設
の
職
員
体
制
か
ら
定
員
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
居
室
の
環
境
改
善
や
個
室
化
傾
向
も
あ
っ
て
、
収
容
定
員
を

同
じ
規
模
に
止
め
る
施
設
が
多
く
、
定
員
を
削
減
す
る
施
設
す
ら
あ
る
。
人
的
資
源
に
限
り
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
小
規
模
の

施
設
は
委
託
費
収
入
も
少
な
く
な
り
、
そ
れ
が
ま
た
処
遇
や
職
員
体
制
を
改
善
す
る
上
で
の
障
害
と
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

す
い
。
今
後
、
対
象
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
生
保
護
施
設
の
収
容
定
員
の
増
加
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

住
民
の
理
解
を
得
て
、
新
た
な
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
言
う
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
余
り
雇
用
の
機
会
の

少
な
い
地
域
に
設
置
し
て
も
入
所
者
の
就
労
が
難
し
い
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
雇
用
の
多
い
都
市
部
に
中
規
模
な
い
し
大
規
模
な
施
設

を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
住
民
の
反
対
な
ど
で
新
設
が
難
し
い
場
合
は
、
改
築
の
際
に
収
容
定
員
が
三
〇
名
か
ら
四
〇
名
の
中

規
模
施
設
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
中
規
模
・
大
規
模
施
設
の
維
持
の
た
め
に
も
、
委
託
費
の
単
価
を
施
設
の

規
模
に
応
じ
て
現
行
以
上
に
格
差
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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2
　
施
設
面
接

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
場
合
、
本
人
が
公
団
に
保
護
を
直
接
申
請
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
最
も
多
い
の
が
矯
正
施
設
で
の
事
前
面

談
を
通
じ
て
申
請
す
る
場
合
で
あ
り
、
支
部
の
職
員
が
管
内
の
矯
正
施
設
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
出
所
予
定
者
に
対
す
る
面
談
を
実

施
し
て
、
更
生
保
護
の
措
置
に
関
す
る
意
思
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
出
所
予
定
者
の
抱
え
る
問
題
や
更
生
意
欲
、

具
体
的
な
自
立
計
画
な
ど
を
公
団
の
側
で
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
保
護
の
必
要
性
や
内
容
を
適
格
に
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
韓
国
の
場
合
、
我
が
国
と
は
異
な
り
、
成
人
受
刑
者
の
環
境
調
整
に
相
当
す
る
も
の
が
な
く
、
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

釈
放
審
査
対
象
者
に
対
す
る
保
護
観
察
事
案
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
事
前
面
談
や
タ
マ

ン
宣
教
会
の
教
講
は
こ
れ
を
補
う
一
種
の
環
境
調
整
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
一
方
、
我
が
国
で
は
、
仮
釈
放
調
査
の
一
環
と
し
て
、
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地
方
更
生
保
護
委
員
会
所
属
の
保
護
観
察
官
に
よ
る
対
象
者
の
面
接
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
は
あ
る
。
し
か
し
、
更
生
保
護

施
設
の
補
導
職
員
に
よ
る
対
象
者
の
施
設
面
接
は
、
職
員
の
負
担
か
ら
、
対
象
者
が
近
隣
の
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合
か
対
象

者
受
入
れ
の
判
断
な
ど
に
当
た
っ
て
ど
う
し
て
も
面
接
が
必
要
と
目
さ
れ
る
場
合
に
だ
け
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
て
の
対
象
者

に
施
設
面
接
が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
日
本
の
更
生
保
護
施
設
関
係
者
の
な
か
に
は
補
導
職
員
に
よ
る
施
設
面
接
の
意
義
に
疑
問
を
呈
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
身
上
調
査

書
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
対
象
者
の
様
子
を
観
察
し
、
収
容
や
処
遇
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
更
生
保
護
施
設
の
正
し
い

情
報
と
意
義
を
伝
え
、
対
象
者
に
具
体
的
な
自
立
計
画
や
目
標
な
ど
を
立
て
さ
せ
る
た
め
に
も
、
施
設
面
接
に
は
意
義
が
あ
る
も
の

　
　
　
（
85）

と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
た
と
え
環
境
調
整
の
代
替
で
あ
る
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
更
生
保
護
事
業
を
担
う
団
体
の
職

員
自
ら
が
釈
放
予
定
者
の
殆
ど
に
面
接
を
行
っ
て
い
る
韓
国
の
運
用
に
は
評
価
す
べ
き
点
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
韓
国
更
生
保
護
公

団
は
全
国
組
織
で
あ
り
、
事
前
面
談
も
矯
正
施
設
の
管
内
に
あ
る
公
団
の
支
部
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
職
員
が
は
る
ば
る
矯

正
施
設
ま
で
出
張
し
て
い
る
日
本
の
更
生
保
護
施
設
と
は
事
情
が
異
な
る
。
日
本
で
も
右
の
理
由
か
ら
で
き
る
限
り
施
設
面
接
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
更
生
保
護
施
設
の
人
的
負
担
や
経
済
的
負
担
か
ら
制
約
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
地
域
の
保
護

司
に
当
直
要
員
を
依
頼
す
る
な
ど
の
運
用
を
積
極
的
に
導
入
し
て
当
直
の
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の
分
の
人
材
を
出
張
な
ど
の
業
務
に

割
い
た
り
、
現
在
、
保
護
司
の
環
境
調
整
費
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
補
導
職
員
の
施
設
面
接
費
用
の
予
算
を
拡
充
し
た
り
す
る
な

ど
の
工
夫
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
で
は
地
域
の
篤
志
家
に
よ
る
事
前
面
談
後
援
会
を
設
け
た
り
、
支
部
に
よ
っ
て
は
地
域
の
犯
罪
予
防

自
願
奉
仕
委
員
に
委
嘱
し
た
り
し
て
、
矯
正
施
設
の
収
容
者
に
対
す
る
事
前
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
我
が
国
の
更
生
保
護
施
設
の
補

導
職
員
（
保
護
司
）
と
一
般
の
保
護
司
と
の
関
係
に
は
微
妙
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
単
な
る
当
直
補
助
で
な
く
、
公
団
の

よ
う
に
、
地
域
の
保
護
司
が
施
設
面
接
に
協
力
し
、
そ
の
報
告
を
踏
ま
え
て
更
生
保
護
施
設
が
対
象
者
の
選
定
や
保
護
の
方
針
を
協
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議
・
決
定
す
る
と
い
う
体
制
も
考
え
ら
れ
な
い
訳
で
な
い
。
さ
ら
に
、
施
設
面
接
が
困
難
な
場
合
に
は
、
現
在
、
日
本
の
一
部
の
施

設
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
面
接
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
。
勿
論
、
更
生
保
護
施
設
だ
け
に
施
設
面
接
の
負

担
を
負
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
保
護
観
察
官
も
積
極
的
に
協
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
仮
出
獄
の
対
象
と
な
り
得
る
者
で
あ
れ
ば
、

準
備
調
査
で
の
保
護
観
察
官
に
よ
る
面
接
を
通
じ
て
の
働
き
か
け
も
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
更
生
保
護
施
設
を
帰
住
先
と
す
る
施
設

収
容
者
に
対
し
て
当
該
更
生
保
護
施
設
を
担
当
す
る
保
護
観
察
官
が
ど
の
程
度
本
人
と
面
接
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
帰
住

先
（
保
護
観
察
所
の
所
在
地
）
が
収
容
施
設
か
ら
遠
方
で
あ
る
場
合
は
勿
論
、
環
境
調
整
に
当
た
っ
て
ど
う
し
て
も
本
人
面
接
が
必

要
と
い
う
場
合
以
外
、
保
護
観
察
官
に
よ
る
面
接
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
施
設
駐
在
官
も
全
国
の

矯
正
施
設
に
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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3
　
対
象
者
の
選
定

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
で
は
、
更
生
保
護
の
申
請
者
に
対
し
、
保
護
の
必
要
性
や
自
立
可
能
性
に
関
す
る
審
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

我
が
国
の
よ
う
に
性
犯
罪
や
放
火
な
ど
罪
種
を
理
由
と
し
て
保
護
の
申
請
を
却
下
す
る
こ
と
は
な
い
。
自
立
可
能
性
の
な
い
高
齢
者

も
受
入
れ
に
は
比
較
的
寛
容
で
、
一
定
期
間
保
護
し
た
後
に
福
祉
施
設
を
斡
旋
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
触
法
精
神
障
害
者
に
つ
い
て

も
、
全
州
支
部
と
三
美
出
張
所
が
専
門
施
設
と
し
て
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
公
団
に
属
さ
な
い
タ
マ
ン
宣
教
会
で
も
、
高
齢
者
と

触
法
精
神
障
害
者
の
保
護
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
韓
国
で
も
更
生
保
護
団
体
が
地
域
の
迷
惑
施
設
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
が
、
公
団
や
タ
マ
ン
宣
教
会
で
は
、
日
本
で
は
受
入
れ
を
躊
躇
す
る
よ
う
な
者
を
も
更
生
保
護
の
対
象
と
し
、
し
か
も
特
に
事
故

も
な
く
保
護
を
終
了
し
て
い
る
状
況
は
誠
に
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、
更
生
保
護
施
設
の
処
遇
体
制
が
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
う
え
、
地
域
社
会
に
対
し
過
剰
な
ほ
ど
に
神
経
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
福
祉
や
精
神
医
療
が
こ
う
し
た
元
犯
罪
者
を
受
入
れ
る
体
制
と
寛
容
さ
が
な
い
た
め
、
一
定
罪
種
の
犯
罪
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者
や
処
遇
困
難
者
に
つ
い
て
は
受
入
れ
を
行
わ
な
い
更
生
保
護
施
設
が
多
く
、
中
に
は
環
境
調
整
事
件
の
一
～
二
割
し
か
受
入
可
と

し
な
い
選
定
基
準
の
極
め
て
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
環
境
調
整
に
お
い
て
受
入
れ
先
の
更
生
保
護
施
設
を
探
し
て
保

護
観
察
官
が
奔
走
す
る
場
面
も
多
い
と
聞
く
。

　
韓
国
の
よ
う
な
運
用
は
、
地
域
住
民
か
ら
成
る
後
援
会
を
始
め
、
社
会
福
祉
団
体
や
治
療
監
護
施
設
な
ど
と
の
協
働
体
制
が
あ
っ

て
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
処
遇
体
制
と
社
会
基
盤
の
な
い
我
が
国
で
同
様
の
運
用
が
直
ち
に
可
能
と
は
思
え
な
い
。

し
か
し
、
救
・
援
護
や
更
生
緊
急
保
護
の
対
象
と
な
る
者
が
十
分
な
援
護
が
受
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
更
生
に
支
障
を
来
す
お
そ

れ
が
高
い
。
施
設
や
地
域
の
事
情
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
施
設
で
の
受
入
れ
可
能
性
を
十
分
に
検
討
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
環
境
調
整
や
仮
出
獄
調
査
を
担
当
す
る
保
護
観
察
官
は
、
矯
正
施
設
と
連
携
し
な
が
ら
更
生
保
護
施
設
に
環
境
調
整
対

象
者
に
関
す
る
十
分
な
情
報
を
提
供
す
る
】
方
、
対
象
者
が
安
易
に
更
生
保
護
施
設
に
頼
る
こ
と
な
く
、
最
も
適
切
な
帰
住
先
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
環
境
調
整
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
更
生
保
護
施
設
か
ら
の
退
所
先
の
二
〇
％
強
は
親
族
と
な

　
　
（
8
6
）

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
環
境
調
整
が
十
分
に
行
わ
れ
れ
ば
当
初
か
ら
親
族
の
下
に
帰
住
で
き
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。

真
に
保
護
を
必
要
と
す
る
者
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
処
遇
困
難
者
に
つ
い
て
は
、

更
生
保
護
施
設
の
補
導
職
員
も
で
き
得
る
限
り
面
接
を
行
い
、
対
象
者
の
特
性
や
間
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
更
生
計

画
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
勿
論
、
更
生
保
護
施
設
が
処
遇
体
制
を
充
実
さ
せ
、
福
祉
や
医
療
機
関
と
の
連
携

を
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
し
、
地
域
住
民
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
更
生
保
護
施
設
は

む
し
ろ
地
域
の
安
全
に
貢
献
す
る
社
会
施
設
で
あ
る
と
の
自
覚
を
施
設
自
ら
が
も
ち
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
更
生
保
護
施
設
の
支

援
に
関
わ
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

4
　
職
業
訓
練
・
補
導
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韓
国
更
生
保
護
公
団
は
、
宿
泊
保
護
対
象
者
の
み
な
ら
ず
、
宿
泊
保
護
以
外
の
対
象
者
に
つ
い
て
も
外
部
の
職
業
訓
練
施
設
や
専

門
学
校
に
委
託
す
る
形
で
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
本
来
、
こ
れ
に
は
相
当
の
費
用
が
か
か
る
が
、
地
域
の
事
業
経
営
者
や
専

門
学
校
経
営
者
な
ど
に
後
援
会
員
と
な
っ
て
も
ら
い
、
賛
助
金
を
募
っ
た
り
、
無
料
又
は
低
額
で
訓
練
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
財
政
的
な
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

　
更
生
保
護
施
設
の
入
所
者
に
と
っ
て
就
労
に
よ
る
自
立
資
金
の
蓄
積
が
ま
ず
も
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
能
力

と
意
欲
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
よ
り
条
件
の
良
い
安
定
し
た
職
種
へ
の
就
労
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
矯
正
施
設
で
も
適
格
者
に
対
し
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
更
生
保

護
施
設
で
訓
練
を
行
う
必
要
は
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
僅
か
数
か
月
の
在
所
期
間
に
職
業
訓
練
を
終
え
る
こ
と

は
難
し
い
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
、
更
生
保
護
施
設
に
入
所
す
る
者
は
比
較
的
年
齢
が
高
い
な
ど
訓
練
に
馴
染
み
に

く
い
者
が
少
な
く
な
く
、
ま
た
何
よ
り
も
施
設
か
ら
出
た
ば
か
り
で
、
一
日
も
早
い
自
由
と
自
立
を
願
う
入
所
者
に
対
し
遠
回
り
に

も
思
え
る
訓
練
の
動
機
付
け
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
な
か
ろ
う
。

　
し
か
し
、
矯
正
施
設
で
職
業
訓
練
の
対
象
と
な
る
の
は
一
部
の
被
収
容
者
に
過
ぎ
な
い
し
、
何
も
国
家
資
格
を
取
る
だ
け
が
職
業

訓
練
で
は
な
い
。
ワ
ー
プ
ロ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
な
ど
工
夫
に
よ
っ
て
は
更
生
保
護
施
設
で
で
き
る
よ
う
な
基
礎
的
な
も
の
も

　
（
8
7
）

あ
る
し
、
低
額
で
利
用
で
き
る
優
良
な
通
信
教
育
も
あ
る
。
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
趣
味
的
な
も
の
や
体
力
向
上
に
役
立
つ
よ
う
な

も
の
で
も
よ
い
。
対
象
者
が
更
生
保
護
施
設
に
入
所
せ
ず
、
社
会
生
活
を
送
る
中
で
自
主
的
に
訓
練
や
講
習
を
始
め
る
こ
と
は
容
易

で
な
く
、
ま
た
趣
味
や
運
動
に
し
て
も
、
何
ら
か
の
取
っ
掛
か
り
が
な
い
と
、
そ
の
存
在
や
楽
し
み
に
気
付
く
こ
と
は
少
な
い
か
ら
、

更
生
保
護
施
設
在
所
中
に
足
掛
か
り
を
作
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
訓
練
や
講
習
に
は
自
由
参
加
の

形
を
と
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
入
所
以
前
の
環
境
調
整
の
段
階
か
ら
訓
練
の
内
容
な
ど
を
説
明
し
、
参
加
を
前
提
と
し
て
入
所
を
認

め
る
な
ど
の
工
夫
が
行
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
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在
所
中
に
訓
練
や
講
習
を
全
て
終
え
る
必
要
は
な
い
。
更
生
保
護
施
設
で
職
業
訓
練
を
始
め
、
退
所
後
、
更
生
保
護
施
設
や
保
護

観
察
所
が
援
護
し
な
が
ら
、
訓
練
を
継
続
す
る
よ
う
な
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
韓
国
が
正
に
こ
の
方
法
を
採
用
し
て
お
り
、
宿
泊
保

護
対
象
者
が
退
所
後
も
継
続
し
て
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
し
、
宿
泊
を
前
提
と
せ
ず
に
職
業
訓
練
だ
け
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
日
本
で
も
更
生
保
護
施
設
で
の
継
続
保
護
プ
ラ
ス
通
所
処
遇
で
あ
る
と
か
、
通
所
処
遇
の
み
の
よ
う
な
運
用
の
導
入
を
検

討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
完
全
な
通
所
処
遇
で
あ
っ
て
も
、
更
生
緊
急
保
護
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
「
教
養
、
訓
練
…
…
（
中
略
）

…
…
又
は
就
職
を
助
け
、
職
業
を
補
導
し
、
社
会
生
活
に
適
用
さ
せ
る
た
め
の
必
要
な
生
活
指
導
」
と
し
て
「
更
生
保
護
事
業
を
営

む
者
そ
の
他
適
当
な
者
に
委
託
し
て
行
う
」
（
犯
予
法
第
四
八
条
の
二
第
一
項
・
第
三
項
）
こ
と
に
問
題
は
な
い
し
、
保
護
観
察
対
象

者
の
場
合
で
も
、
こ
れ
を
応
急
の
援
護
と
し
て
行
う
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
に
一
部
改
正
さ
れ
た
犯
罪
者
予

防
更
生
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
「
保
護
観
察
に
お
い
て
行
う
補
導
援
護
」
の
う
ち
「
教
養
訓
練
の
手
段
を
助
け
る
こ
と
」
、
「
職
業
を

補
導
し
、
就
職
を
助
け
る
こ
と
」
又
は
「
社
会
生
活
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
生
活
指
導
を
行
う
こ
と
」
と
し
て
「
更
生
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

事
業
を
営
む
者
そ
の
他
適
当
な
者
に
委
託
し
て
行
う
」
こ
と
に
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
（
犯
予
法
第
三
六
条
一
項
・
第
三
九
条
二
項
）
。

執
行
猶
予
保
護
観
察
対
象
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
（
観
察
法
第
一
四
条
二
項
・
三
項
）
。
後
は
、
有
益
で
魅
力
あ
る
通
所
処
遇

の
開
発
と
参
加
を
促
す
動
機
付
け
の
問
題
で
あ
る
。

　
課
題
と
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
訓
練
や
講
習
に
か
か
る
施
設
の
人
的
・
財
政
的
負
担
を
ど
の
よ
う
に
軽
減
す
る
か
で
あ
る
。
日
本

で
も
一
部
の
少
年
施
設
で
調
理
や
自
動
車
整
備
な
ど
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
般
の
更
生
保
護
施
設
に
お
い
て
職
業
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
は
人
的
に
も
財
政
的
に
も
負
担
が
大
き
い
か
ら
、
基
礎
的
な
講
習
の
よ
う
な
も
の
を
除
く
と
、
自
所
訓
練
と
い
う
形
で

行
う
こ
と
は
難
し
い
。
韓
国
更
生
保
護
公
団
で
も
か
つ
て
一
部
の
支
部
で
自
所
訓
練
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
全
て
外
部
委
託
に

切
り
替
え
て
い
る
。
日
本
で
も
外
部
の
専
門
学
校
や
通
信
教
育
で
訓
練
や
講
習
を
受
け
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
更
生
保
護

施
設
で
負
担
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
費
用
負
担
の
問
題
が
生
じ
る
。
訓
練
や
教
育
の
た
め
の
委
託
費
制
度
が
で
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き
れ
ば
言
う
こ
と
は
な
い
し
、
韓
国
の
よ
う
に
、
地
域
の
篤
志
家
や
専
門
学
校
関
係
者
な
ど
に
よ
る
後
援
会
の
よ
う
な
も
の
を
組
織

す
る
こ
と
も
一
案
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
定
年
退
職
者
や
主
婦
、
学
生
の
中
に
は
技
術
や
技
能
を
も
っ
た
者
が
多
く
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
地
域
の
人
々
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
、
講
習
会
や
勉
強
会
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

現
在
、
酒
害
教
育
や
健
康
管
理
講
習
な
ど
更
生
保
護
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
処
遇
で
は
外
部
講
師
や
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

積
極
的
に
協
力
す
る
例
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
職
業
訓
練
や
技
能
講
習
な
ど
に
も
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
訓
練
や
講
習
に
は
、
入
所
者
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
に
在
住
す
る
退
所
者
の
う
ち
希
望
者
に
は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
し
、
退
所
後
、
転
居
先
の
地
域
に
あ
る
更
生
保
護
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
講
習
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
認
め
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
訓
練
や
講
習
は
、
最
後
に
述
べ
る
よ
う
な
「
地
域
住
民
が
支
え
る
更
生
保

護
施
設
」
の
構
築
に
も
繋
が
る
。

124

　
5
　
就
職
指
導

　
韓
国
の
更
生
保
護
団
体
に
お
け
る
活
動
の
な
か
で
特
徴
的
な
も
の
の
一
つ
に
積
極
的
な
就
業
支
援
が
あ
る
。
特
に
、
韓
国
更
生
保

護
公
団
で
は
、
就
業
斡
旋
の
た
め
、
地
域
の
実
業
家
な
ど
に
後
援
会
員
と
な
っ
て
も
ら
い
、
実
業
家
同
士
の
人
脈
を
利
用
し
て
就
労

先
を
斡
旋
す
る
ほ
か
、
折
角
就
職
し
た
就
労
先
を
辞
め
た
り
、
解
雇
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
後
援
会
員
や
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委

員
な
ど
が
一
年
間
に
亘
っ
て
事
後
的
な
継
続
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
更
生
保
護
対
象
者
専
用
の
求
職

求
人
シ
ス
テ
ム
も
画
期
的
で
あ
る
。

　
日
本
で
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
協
力
雇
用
主
の
新
規
開
拓
や
組
織
化
を
図
っ
て
い
る
更
生
保
護
施
設
も
あ

る
が
、
韓
国
の
こ
う
し
た
よ
り
組
織
的
な
就
業
斡
旋
の
試
み
は
日
本
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
。
さ
ら
に
公
団
で
は
、
後
援
会
が
中

心
と
な
っ
て
求
職
の
た
め
の
交
通
費
を
負
担
す
る
こ
と
も
あ
る
。
日
本
で
も
就
労
が
困
難
な
地
域
の
更
生
保
護
施
設
で
は
、
対
象
者



が
都
市
圏
ま
で
就
職
活
動
に
出
か
け
る
際
の
交
通
費
が
負
担
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
90
）

に
お
け
る
就
職
活
動
の
た
め
の
旅
費
支
給
の
道
が
開
か
れ
て
よ
い
。

求
職
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
遠
方
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6
　
高
齢
者
の
保
護

　
高
齢
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
は
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
何
れ
の
国
に
お
い
て
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
更
生
保
護
施
設

同
様
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
で
も
自
立
可
能
性
の
な
い
高
齢
者
は
原
則
と
し
て
保
護
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
福
祉

施
設
が
日
本
に
比
べ
高
齢
犯
罪
者
の
受
入
れ
に
比
較
的
寛
容
で
あ
っ
た
り
、
矯
正
施
設
釈
放
予
定
者
に
対
す
る
基
礎
生
活
保
障
の
特

例
制
度
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
一
時
的
に
公
団
が
高
齢
者
を
受
入
れ
、
福
祉
施
設
や
病
院
に
橋
渡
し
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
タ
マ
ン
宣
教
会
に
お
い
て
は
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
特
別
保
護
を
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
で
は
ま
だ
福
祉
施
設
に
お
け
る
高
齢
犯
罪
者
の
受
入
れ
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
社
会
の
理
解
も
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
た
だ
更
生
保
護
施
設
に
高
齢
者
の
受
入
れ
を
求
め
て
も
、
施
設
に
負
担
を
か
け
る
ば
か
り
で
、
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
我
が
国
で
は
犯
罪
者
の
高
齢
化
が
欧
米
以
上
の
凄
ま
じ
い
速
度
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
齢
犯
罪

者
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
の
体
制
強
化
は
最
早
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉
施

設
は
只
で
さ
え
多
く
の
高
齢
者
が
入
居
待
ち
の
状
態
で
あ
る
う
え
、
矯
正
施
設
か
ら
釈
放
さ
れ
た
高
齢
者
を
施
設
に
直
接
受
け
入
れ

る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
の
も
当
然
で
あ
る
か
ら
、
一
旦
、
更
生
保
護
施
設
に
対
象
者
を
受
入
れ
、
社
会
生
活
や
集
団
生
活
に
関
す
る

指
導
を
行
っ
た
う
え
で
、
福
祉
施
設
に
橋
渡
し
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
一
部
の
更
生
保
護
施
設
だ
け
に
高
齢
者
を
集
中
さ
せ
る
と
、

そ
の
地
域
の
自
治
体
や
福
祉
施
設
の
負
担
に
な
る
た
め
、
高
齢
対
象
者
の
保
護
は
少
年
施
設
を
除
く
全
更
生
保
護
施
設
の
課
題
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
や
は
り
管
内
毎
に
高
齢
者
重
点
施
設
を
指
定
又
は
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
自
治
体
や
福
祉
施
設
と
の
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
91
）

携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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更
生
保
護
施
設
の
高
齢
対
象
者
に
対
す
る
設
備
や
処
遇
体
制
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
高
齢
対
象
者
は

性
格
が
固
随
し
て
い
る
場
合
も
多
く
、
指
導
に
は
根
気
を
要
す
る
が
、
福
祉
施
設
な
ど
最
終
帰
住
地
に
お
け
る
集
団
生
活
が
支
障
無

く
送
れ
る
よ
う
生
活
指
導
を
行
い
、
就
労
の
可
能
性
が
僅
か
ば
か
り
で
も
残
さ
れ
て
い
る
者
は
高
齢
者
雇
用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
雇
用
の
機
会
を
見
つ
け
る
よ
う
指
導
す
る
ほ
か
、
体
力
向
上
や
痴
呆
防
止
の
た
め
の
運
動
や
趣
味
な
ど
の
活
動
も
工
夫
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
後
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
退
所
を
求
め
ら
れ
る
高
齢
対
象
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
更

生
保
護
施
設
か
ら
退
所
し
た
後
も
更
生
保
護
施
設
で
行
わ
れ
る
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
促
し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
更
生
保
護
施
設

の
職
員
が
福
祉
施
設
な
ど
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
ア
フ
タ
ー
・
ケ
ア
を
行
う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
高
齢
対
象
者
に
対
す
る
処
遇
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
職
員
体
制
と
予
算
的
な
裏
付
け
が
必
要
と

な
る
。
今
後
、
全
て
の
更
生
保
護
施
設
で
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
生
保
護
施
設
職
員
の
定
員
基
準
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
地
域
の
住
民
が
共
に
更
生
保
護
施
設
の
運
営
を
支
え
る
体
制
を
築
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
齢
者
に
対
す
る
委
託
費
も
、
一
般
の
入
所
者
と
で
は
保
護
に
必
要
な
経
費
や
職
員
へ
の
負
担
が
異
な
る
か

ら
、
一
般
入
所
者
よ
り
単
価
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
し
、
食
事
付
宿
泊
補
助
の
日
数
も
、
現
在
で
も
特
例
が
認
め
ら
れ
た
り
、

弾
力
的
な
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
高
齢
者
の
場
合
は
よ
り
長
期
間
の
補
助
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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7
　
触
法
精
神
障
害
者
の
保
護

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
特
定
支
部
や
タ
マ
ン
宣
教
会
で
は
保
安
処
分
施
設
で
あ
る
治
療
監
護
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
触
法
精
神
障
害

者
の
保
護
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
治
療
監
護
所
や
地
域
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
後
援
会
員
た

る
精
神
科
医
と
の
協
働
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
の
て
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
制
度
や
運
用
の
基
盤
の
な
い
日
本
の
更

生
保
護
施
設
で
は
実
現
困
難
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
精
神
病
院
と
共
に
開
設
さ
れ
、
精
神
障
害
者
用
の
更
生
保
護
施
設
と
し
て
事
業
を
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行
っ
て
い
た
東
京
の
鶴
舞
会
（
旧
称
、
日
本
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）
も
、
現
在
は
一
般
の
対
象
者
の
み
を
保
護
の
対
象
と
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
の
横
浜
力
行
舎
で
も
、
併
設
さ
れ
た
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
更
生
施
設
の
甲
突
寮
は
入
所
者
の
七
割
以
上
が
精
神
障
害
者

で
あ
り
、
嘱
託
医
が
駐
在
し
て
い
る
が
、
力
行
舎
自
体
に
精
神
障
害
者
は
少
な
い
。
現
在
は
一
部
の
更
生
保
護
施
設
に
お
い
て
、

個
々
の
事
案
に
応
じ
て
例
外
的
に
精
神
障
害
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
受
刑
者
の
中
に
は
主
分
類
が
M
級
で
な
く
と
も
、
軽
度
の
精
神
障
害
を
も
ち
、
施
設
内
で
投
薬
を
受
け
て
い
る
者
は
か

な
り
の
数
に
上
る
。
自
傷
他
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
釈
放
時
に
精
神
保
健
福
祉
法
に
基
づ
く
措
置
通
報
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
措
置
入
院
制
度
に
係
る
自
治
体
の
体
制
に
不
備
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
措
置
入
院
が
取
ら
れ
な
い
場
合
が
殆
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
92
）

で
あ
り
、
指
定
医
に
よ
る
診
察
さ
え
行
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
釈
放
者
の
な
か
に
は
症
状
が
深
刻
で
な
い
も

の
の
、
精
神
障
害
を
も
つ
者
が
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
者
が
全
て
親
族
の
下
に
帰
住
し
た
り
、
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
へ
入
所
し

て
い
る
訳
で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
援
護
や
保
護
が
必
要
と
な
る
者
が
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
更
生
保
護
施
設
は
原
則
と
し
て
触
法
精
神
障
害
者
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
例
外
的
に
で
も
保
護
を
行
う
こ
と
が
あ
る
以

上
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
適
切
な
対
応
と
処
遇
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
の
よ
う
な
治

療
監
護
施
設
が
な
く
、
二
〇
〇
三
年
に
成
立
し
た
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
も
対
象
者
を
異
に
す
る
こ
と
か
ら
、
更
生
保
護
施
設

は
、
地
域
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
精
神
病
院
、
精
神
科
医
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
、
保
健
所
と

の
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
8
　
少
年
対
象
者
の
保
護

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
で
は
、
少
年
の
う
ち
宿
泊
保
護
対
象
者
に
つ
い
て
は
ソ
ウ
ル
に
あ
る
松
披
・
恩
平
の
二
つ
の
出
張
所
へ
入
所

さ
せ
、
一
般
の
学
校
や
専
門
学
校
へ
の
通
学
、
職
業
補
導
、
生
活
指
導
、
飲
酒
・
煙
草
・
薬
害
・
性
教
育
、
社
会
見
学
、
キ
ャ
ン
プ
、
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奉
仕
活
動
、
環
境
調
整
な
ど
の
処
遇
を
実
施
し
、
一
方
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い
職
業
訓
練
や
就
業
斡
旋
に
つ
い
て
は
全
て
の
支
部
が
こ

れ
を
実
施
し
て
い
る
。
日
本
の
少
年
専
用
の
更
生
保
護
施
設
で
も
親
子
キ
ャ
ン
プ
や
職
業
訓
練
な
ど
様
々
な
処
遇
が
行
わ
れ
て
い
る

　
　
　
（
9
3
）

こ
と
か
ら
、
韓
国
の
少
年
専
用
施
設
で
の
処
遇
が
特
に
画
期
的
で
あ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
た
だ
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
場
合
、

少
年
施
設
設
立
の
経
緯
も
あ
っ
て
、
一
般
家
屋
を
宿
泊
（
更
生
保
護
）
施
設
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
環
境
に
問
題
の

あ
る
少
年
に
擬
似
的
な
家
庭
生
活
を
体
験
さ
せ
る
上
で
非
常
に
良
い
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い
職

業
訓
練
や
就
業
斡
旋
な
ど
の
措
置
に
つ
い
て
は
各
地
の
支
部
で
実
施
し
、
宿
泊
保
護
に
つ
い
て
は
ソ
ウ
ル
に
あ
る
松
披
・
恩
平
の
二

つ
の
出
張
所
が
専
門
に
担
当
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
特
色
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
こ
こ
で
は
後
者
の

点
に
つ
い
て
着
目
し
て
み
た
い
。

　
我
が
国
の
場
合
、
少
年
の
一
部
は
少
年
専
用
施
設
で
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
、
少
年
専
用
施
設
は
全
国
で
四
つ
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

く
、
少
年
専
用
施
設
の
総
定
員
は
僅
か
に
八
○
名
（
う
ち
女
子
少
年
一
四
名
）
で
あ
っ
て
、
全
国
の
更
生
保
護
施
設
に
お
け
る
少
年

の
収
容
定
員
三
四
五
名
（
う
ち
女
子
少
年
五
〇
名
）
の
壬
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
二
〇
〇
三
年
中
に
更
生
保
護
施
設
に
新
規
委
託
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

た
少
年
は
一
号
・
二
号
観
察
対
象
者
が
二
八
三
名
で
、
更
生
緊
急
保
護
対
象
者
（
少
年
院
退
院
・
仮
退
院
者
の
み
）
が
一
九
名
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
何
名
が
少
年
専
用
施
設
に
入
所
し
た
か
に
つ
い
て
は
公
式
統
計
が
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、

現
在
の
少
年
専
用
施
設
が
地
域
的
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
年
と
成
人
の
混
合
施
設
に
入
所
し
た
少
年
は
少
な
く
な

い
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
少
年
の
処
遇
に
は
、
少
年
自
身
の
指
導
を
始
め
、
保
護
者
の
指
導
や
少
年
と
の
関
係
改
善
な
ど
、
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
要
す

る
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
う
し
た
処
遇
を
就
労
を
中
心
と
す
る
現
在
の
混
合
施
設
で
行
う
こ
と
は
容
易
で
な
か
ろ
う
。
実
際
に
も
、
成

人
と
少
年
の
混
合
施
設
で
は
少
年
入
所
者
の
処
遇
が
困
難
で
あ
る
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。
混
合
施
設
に
お
け
る
成
人
入
所
者
と
の
同

居
が
少
年
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
居
者
の
素
性
に
拠
る
な
ど
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
る
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し
、
こ
う
し
た
効
果
だ
け
を
も
っ
て
少
年
へ
の
処
遇
と
す
る
に
は
余
り
に
も
政
策
的
根
拠
が
弱
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

　
我
が
国
の
少
年
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
割
に
は
二
号
観
察
対
象
者
が
一
定
の
数
を
保
っ
て
い
る
ほ
か
、
少
年
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

件
に
お
け
る
共
犯
事
件
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
犯
者
と
の
関
係
で
直
接
保
護
者
宅
に
帰
住
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し

く
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
も
あ
っ
て
非
行
少
年
に
対
す
る
制
裁
や
応
報
的
風
潮
が
高
ま
る

な
か
、
少
年
の
実
家
へ
の
帰
住
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
し
、
被
害
者
と
の
関
係
で
も
十
分
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
保
護
環
境
の
問
題
に
加
え
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
直
ち
に
保
護
者
の
元
へ
帰
住
さ
せ
る
こ
と
が
少
年
の

更
生
に
と
っ
て
（
ま
た
被
害
者
や
近
隣
社
会
に
と
っ
て
も
）
望
ま
し
く
な
く
、
少
年
を
更
生
保
護
施
設
に
お
い
て
一
次
的
に
保
護
し
、

処
遇
を
行
っ
た
上
で
最
終
帰
住
地
に
戻
す
と
い
う
段
階
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
少
年
が
増
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

少
年
に
対
し
、
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
で
十
分
な
処
遇
を
行
う
た
め
に
も
少
年
専
用
施
設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
少
年

を
余
り
遠
方
の
少
年
専
用
施
設
に
送
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
か
ら
、
で
き
れ
ば
地
方
更
生
保
護
委
員
会
の
管
区
毎
に
一
つ
の
少
年
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

用
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
少
年
専
用
施
設
を
拡
充
す
る
と
し
て
も
、
現
在
の
混
合
施
設

が
存
続
す
る
以
上
、
混
合
施
設
に
お
け
る
少
年
の
処
遇
体
制
も
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
9
　
職
員
体
制

　
韓
国
更
生
保
護
公
団
で
は
支
部
当
た
り
六
名
か
ら
一
〇
名
の
職
員
が
勤
務
し
、
大
学
卒
業
後
に
公
団
の
採
用
試
験
を
受
け
て
採
用

さ
れ
た
二
〇
歳
代
か
ら
三
〇
歳
代
の
若
い
職
員
も
多
い
。
こ
の
点
が
、
施
設
長
や
補
導
主
任
を
含
め
三
～
四
名
の
体
制
で
、
し
か
も

そ
の
多
く
が
退
職
公
務
員
で
高
齢
の
日
本
の
更
生
保
護
施
設
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
公
団
で
は
社
会
奉
仕
命
令
の

対
象
者
が
清
掃
や
調
理
補
助
な
ど
の
奉
仕
活
動
に
従
事
し
て
い
る
ほ
か
、
二
、
○
0
0
名
以
上
の
後
援
会
員
が
公
団
の
運
営
を
支
え

て
い
る
。
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全
国
組
織
の
韓
国
更
生
保
護
公
団
と
個
別
の
法
人
組
織
で
あ
る
日
本
の
更
生
保
護
施
設
を
一
概
に
比
較
で
き
な
い
と
し
て
も
、
補

導
職
員
が
少
な
い
た
め
、
当
直
や
施
設
面
接
に
し
て
も
負
担
が
重
く
、
新
し
い
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
余
裕
が
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
更
生
保
護
施
設
の
最
重
要
課
題
の
｝
つ
が
職
員
体
制
の
強
化
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

矯
正
や
更
生
保
護
に
通
じ
た
公
務
員
O
B
の
人
材
も
貴
重
で
あ
る
が
、
新
た
な
施
策
を
模
索
す
る
う
え
で
、
若
い
人
材
の
発
想
と
機

動
力
も
欠
か
せ
な
い
。
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
採
用
試
験
に
募
集
人
員
の
七
倍
か
ら
八
倍
の
大
卒
予
定
者
が
集
ま
る
と
い
う
話
は
誠

に
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
職
員
体
制
の
問
題
は
予
算
（
委
託
費
）
の
問
題
に
帰
着
し
が
ち
で
あ
る
が
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、

地
域
住
民
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
が
打
開
策
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
何
よ
り
も
日
本
の
更
生
保
護
施
設
が
若

者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
職
場
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
も
各
施
設
が
運
営
基
盤
を
固
め
、
処
遇
機
関
と
し
て

充
実
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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1
0
　
地
域
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
更
生
保
護
施
設
の
存
続
に
と
っ
て
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ま
で
我
が
国
の

更
生
保
護
施
設
は
地
域
の
迷
惑
施
設
で
あ
っ
て
、
入
所
者
の
再
犯
や
迷
惑
行
為
に
よ
り
近
隣
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
神
経

を
使
い
、
ま
た
職
員
と
入
所
者
が
地
域
の
清
掃
や
奉
仕
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
の
理
解
を
得
よ
う
と
努
力
し

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
更
生
保
護
施
設
が
地
域
の
中
で
受
け
身
的
な
立
場
に
終
始
し
、
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
存
続
し
て
い
く
こ
と

が
施
設
の
未
来
に
繋
が
る
と
は
思
え
な
い
。
更
生
保
護
施
設
は
、
社
会
の
な
か
で
孤
立
し
、
再
犯
を
起
こ
し
か
ね
な
い
元
犯
罪
者
を

援
護
す
る
こ
と
で
社
会
の
安
全
に
貢
献
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、
近
年
、
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
防
犯
活
動
を

展
開
し
て
い
る
よ
う
に
、
更
生
保
護
施
設
も
地
域
住
民
が
こ
れ
を
支
え
る
こ
と
で
、
自
分
達
の
街
の
安
全
を
自
ら
守
っ
て
い
く
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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韓
国
の
更
生
保
護
事
業
で
最
も
印
象
的
な
の
が
、
後
援
会
と
呼
ば
れ
る
地
域
住
民
の
支
援
組
織
の
活
動
で
あ
る
。
地
域
の
実
業
家
、

専
門
学
校
関
係
者
、
宗
教
関
係
者
、
女
性
会
、
大
学
生
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
立
場
に
応
じ
て
、
就
業
斡
旋
、
職
業
訓
練
、
教

化
活
動
、
慰
問
、
学
習
補
助
な
ど
を
行
う
、
一
〇
〇
名
か
ら
数
百
名
に
及
ぶ
支
援
組
織
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
も
、
保
護

司
、
協
力
雇
用
主
、
更
生
保
護
女
性
会
、
B
B
S
な
ど
が
更
生
保
護
施
設
の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
組
織
化
と
い
う
面
で
韓
国

に
遠
く
及
ば
な
い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
、
地
域
の
事
業
経
営
者
に
は
就
業
指
導
や
斡
旋
、
技
能
や
技
術
を
有
す
る
者
に
は
職
業
訓
練

や
技
能
講
習
、
開
業
医
や
保
健
師
に
は
健
康
診
断
や
健
康
管
理
、
弁
護
士
に
は
債
務
問
題
の
相
談
、
臨
床
心
理
士
や
精
神
保
健
福
祉

士
に
は
心
の
相
談
、
社
会
福
祉
士
に
は
福
祉
関
係
の
相
談
や
助
言
、
被
害
経
験
を
も
つ
対
象
者
に
は
被
害
者
支
援
団
体
、
個
人
商
店

主
や
女
性
会
な
ど
に
は
慰
問
や
催
し
物
の
支
援
、
学
生
や
趣
味
サ
ー
ク
ル
に
は
ク
ラ
ブ
や
友
達
活
動
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
地
域
住

民
が
更
生
保
護
施
設
を
支
え
て
い
く
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
組
織
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

施
設
の
運
営
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
補
導
職
員
や
就
労
先
の
同
僚
以
外
に
余
り
人
と
の
交
流
を
も
た
な
い
対
象

者
に
と
っ
て
地
域
住
民
と
の
交
流
は
以
後
の
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の
貴
重
な
体
験
と
な
ろ
う
し
、
自
信
の
回
復
に
も
つ
な
が
る
で

あ
ろ
う
。
一
方
の
住
民
に
と
っ
て
も
、
更
生
保
護
施
設
の
活
動
を
よ
く
知
る
こ
と
で
、
施
設
に
対
す
る
漢
然
と
し
た
不
安
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
韓
国
の
更
生
保
護
施
設
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

（
5
6
）
　
本
章
の
韓
国
更
生
保
護
公
団
の
活
動
に
関
す
る
統
計
は
、
特
に
明
示
し
な
い
限
り
、
公
団
本
部
及
び
支
部
で
提
供
を
受
け
た
内
部
資

料
に
基
づ
く
。

（
5
7
）
　
71
・
層
司
・
る
刈
（
4
9
）
一
一
電
。

（
5
8
）
　
幹
部
職
員
の
な
か
に
は
保
護
観
察
官
や
矯
正
職
員
か
ら
の
採
用
者
が
若
干
名
い
る
が
、
こ
れ
は
正
式
な
保
護
観
察
制
度
発
足
後
の
一

　時的なも

の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
定
年
退
職
に
よ
り
、
そ
う
し
た
実
務
家
出
身
の
職
員
も
殆
ど
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

（
5
9
）
　
量
号
湘
。
謂
。
早
亙
号
唾
『
刀
。
層
号
刈
矧
竿
斗
糾
。
』
（
二
〇
〇
四
）
。
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（
6
0
）
　
召
ズ
。
司
・
墨
州
（
4
9
）
一
一
電
。

（
61
）
　
71
黒
。
司
・
冠
州
（
4
9
と
四
唱
。
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
は
、
保
護
観
察
官
は
社
会
奉
仕
命
令
（
又
受
講
命
令
）
の
執
行
の
全
部

　
又
は
一
部
を
国
公
立
機
関
そ
の
他
の
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
と
と
も
に
（
第
六
一
条
第
一
項
）
、
社
会
奉
仕
命
令
又
受
講
命
令
の

執
行
の
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
国
公
立
機
関
そ
の
他
の
団
体
に
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
お
り
（
同
第
四
項
）
、

　
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
更
生
保
護
公
団
が
社
会
奉
仕
命
令
等
の
委
託
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
社
会
奉
仕
命
令
・
受
講
命
令
対
象
者

　
に
対
し
て
も
援
護
や
応
急
救
護
の
制
度
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
第
六
四
条
第
↓
項
）
、
保
護
の
必
要
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

者
に
対
し
、
更
生
保
護
公
団
や
事
業
者
で
更
生
保
護
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ハ　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　

67　66　65　64　63　62
）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）

　
部
訓
令
第
四
四
三
号
）

　
分
科
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る

　
め
た
規
定
に
は
保
護
観
察
や
社
会
奉
仕
命
令
、

（
6
8
）

　
三
屯
以
下
に
も
紹
介
が
あ
る
。

（
6
9
）
　
奄
号
州
。
碧
早
互
ヱ
・
吐
・
道
刈
（
5
9
）
。

（
7
0
）
例
え
ば
、
宋
廣
鰹
同
占
承
憲
・
萢
刈
（
3
）
六
〇
九
－
六

　
七
一
ー
七
八
唱
な
ど
。

（
71
）
　
洪
奉
銑
・
道
刈
（
3
）
一
六
三
－
一
六
五
唄
。

（
72
）
　
洪
奉
銑
・
萢
刈
（
3
）
一
六
五
屯
、
叫
絹
♀
・
庖
州
（
4
）

招
対
。
司
・
石
刈
（
4
9
と
四
電
。

赴
号
州
。
岨
。
早
亙
号
県
。
・
道
刈
（
5
9
と
四
唱
。

法
務
研
修
院
・
道
刈
（
5
5
）
二
六
四
唱
。

旦
庖
昇
刈
早
碧
製
早
亙
斗
、
皿
三
土
　
書
土
叫
暑
捌
　
司
糾
d
三
　
号
オ
釧
叫
畏
爺
　
舎
71
畏
。
1
（
二
〇
〇
二
）
。

招
朗
。
司
・
弔
刈
（
4
9
）
二
二
唱
。

犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
の
職
務
や
関
係
団
体
に
つ
い
て
定
め
た
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
基
本
規
程
（
二
〇
〇
一
年
三
月
一
四
日
法
務

　
　
　
　
　
　
　
に
、
犯
罪
予
防
委
員
地
域
協
議
会
は
、
保
護
観
察
分
科
、
学
校
暴
力
等
善
導
予
防
分
科
な
ど
の
ほ
か
、
更
生
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
〇
条
一
項
）
。
し
か
し
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
犯
罪
予
防
自
願
奉
仕
委
員
の
職
務
を
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
導
保
護
な
ど
が
あ
る
だ
け
で
、
更
生
保
護
事
業
が
含
ま
れ
て
い
な
い
（
第
三
条
）
。

叫
司
♀
・
冠
刈
（
4
）
一
〇
五
唱
、
一
一
九
唱
、
一
二
五
唱
、
一
四
八
唱
。
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
層
刈
母
・
萢
刈
（
3
）
三
四

一
三
唱
、
洪
奉
銑
・
萢
刈
（
3
と
五
九
ー
一
六
六
唱
、
金
秀
吉
・
る
刈
（
3
）

一
六
九
－
一
七
〇
屯
。
特
に
、
韓
国
更
生
保
護
公
団
大
田
支
部
の
叫
司
♀
支
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部
長
は
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
心
理
治
療
セ
ン
タ
ー
、
薬
物
濫
用
者
の
た
め
の
薬
物
治
療
セ
ン
タ
ー
、
社
会
適
用
教
育
セ
ン
タ

　
ー
や
社
会
奉
仕
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
主
張
す
る
。

（
7
3
）
　
叫
司
♀
・
庖
刈
（
4
と
七
五
電
。

（
74
）
　
鄭
鎭
連
・
唱
刈
（
3
）
ニ
ニ
五
唱
。

（
7
5
）
　
洪
奉
銑
・
庖
刈
（
3
と
六
二
ー
一
六
三
唱
、
叫
祖
♀
・
道
刈
（
4
）
八
一
ー
八
六
唱
。

（
76
）
　
韓
国
の
犯
罪
白
書
は
善
行
指
導
が
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
観
察
保
護
制
度
に
代
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た
制

度
と
し
て
い
る
。
法
務
研
修
院
・
唱
刈
（
55
）
三
四
五
電
。

（
7
7
）
　
叫
司
♀
・
石
刈
（
4
）
八
五
唄
。
一
九
九
五
年
の
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
観
察
保
護
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
更
生

　
保
護
委
員
の
制
度
だ
け
は
九
六
年
の
改
正
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
九
五
年
の
法
律
に
お
い
て
、
更
生
保
護
委
員
は
「
基
金
に
出
掲
、

　
就
業
先
の
提
供
な
ど
更
生
保
護
事
業
を
直
接
支
援
す
る
能
力
」
が
あ
る
も
の
か
ら
委
嘱
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
法
律
上
、
更
生

保
護
委
員
に
こ
う
し
た
財
政
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
法
制
定
当
時
か
ら
財
政
的
な
支
援
で
は
な
い

　
指
導
を
行
う
観
察
保
護
の
復
活
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
鄭
鎭
連
・
電
刈
（
3
）
一
二
］
五
唄
参
照
。

（
7
8
）
　
叫
司
♀
・
道
刈
（
4
）
八
六
電
は
、
善
行
指
導
の
現
行
法
規
定
に
旧
更
生
保
護
法
の
観
察
保
護
規
定
の
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と

　
を
主
張
す
る
。

（
7
9
）
　
71
渇
。
歪
「
奄
号
　
州
。
矧
。
旦
互
舜
唱
潮
　
亀
尋
。
　
団
．
ス
　
計
9
平
　
羊
刃
斗
刈
」
唱
司
帥
。
刈
王
訓
三
で
互
（
二
〇
〇
二
）
八
三
屯
。

（
8
0
）
　
タ
マ
ン
宣
教
会
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
、
施
設
長
イ
ム
・
ソ
ッ
ク
ン
牧
師
の
論
稿
。
－
娼
「
そ
「
唱
吐
亙
皿
司
」
唱
司
帥
。
刈
ヱ
噌
二

　
堂
（
二
〇
〇
二
）
一
八
ー
二
九
唱
と
、
二
〇
〇
三
年
（
施
設
全
面
改
築
前
）
と
二
〇
〇
四
年
（
施
設
全
面
改
築
後
）
の
同
会
へ
の
訪
問
調

　
査
に
基
づ
く
。

（
81
）
　
二
〇
〇
四
年
度
の
予
算
総
額
は
七
億
四
、
○
○
○
万
ウ
ォ
ン
（
七
、
四
〇
〇
万
円
）
て
あ
り
、
う
ち
政
府
の
補
助
金
比
率
は
一
六
％

　
で
あ
る
。

（
82
）
　
保
安
処
分
て
あ
る
保
護
監
護
対
象
者
の
多
く
は
刑
罰
を
併
科
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
場
合
は
青
松
に
あ
る
矯
導
所
で
の
刑
罰
の
執

　
行
を
受
け
た
後
、
保
護
監
護
施
設
で
保
護
監
護
処
分
を
受
け
、
最
終
的
に
仮
出
所
と
い
う
形
で
釈
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、

　
こ
の
保
護
監
護
処
分
の
制
度
は
、
人
権
保
障
や
処
遇
効
果
の
面
で
従
来
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
制
度
を
廃
止
す
る
方
向
で

133



法学研究77巻7号（2004：7）

　
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
83
）
　
太
田
達
也
・
前
掲
注
（
6
）
四
一
－
四
四
頁
。

（
84
）
　
法
務
省
保
護
局
（
太
田
典
子
）
・
前
掲
注
（
5
）
九
四
－
九
六
頁
。

（
8
5
）
　
太
田
達
也
・
前
掲
注
（
6
）
四
五
－
四
六
頁
。

（
86
）
　
全
国
更
生
保
護
法
人
連
盟
『
全
国
更
生
保
護
施
設
要
覧
』
日
本
更
生
保
護
協
会
（
二
〇
〇
四
）
六
頁
。
但
し
、
こ
う
し
た
対
象
者
の

　
う
ち
更
生
保
護
施
設
で
の
指
導
と
環
境
調
整
が
あ
っ
て
初
め
て
、
家
族
へ
の
帰
住
が
可
能
に
な
っ
た
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

（
8
7
）
　
更
新
会
な
ど
一
部
の
施
設
で
は
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
行
わ
れ
て
い
る
。
法
務
省
保
護
局
・
前
掲
注
（
2
）
四
八
頁
以
下
。

（
88
）
　
同
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
吉
明
「
更
生
保
護
施
設
の
処
遇
機
能
の
充
実
強
化
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
五
巻
五
号
（
二
〇
〇
二
）
一

　
二
頁
以
下
参
照
。

（
8
9
）
　
法
務
省
保
護
局
・
前
掲
注
（
2
と
五
頁
以
下
。
ま
た
、
柿
澤
正
夫
「
更
生
保
護
施
設
の
処
遇
機
能
の
充
実
強
化
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五

　
五
巻
五
号
（
二
〇
〇
二
）
一
九
頁
以
下
も
参
照
の
こ
と
。

（
9
0
）
　
太
田
達
也
・
前
掲
注
（
6
）
五
一
頁
。

（
9
1
）
　
既
存
の
幾
つ
か
の
施
設
の
よ
う
に
、
更
生
保
護
施
設
に
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
で
は
な
い
）
や
生
活
保
護

法
に
基
づ
く
更
生
施
設
を
併
設
す
る
案
も
あ
る
が
、
一
般
入
所
者
と
の
混
合
収
容
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
り
、
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す

　
る
。
太
田
達
也
・
前
掲
注
（
6
）
七
二
－
七
三
頁
。

（
92
）
　
矯
正
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
度
中
に
措
置
通
報
を
行
っ
た
出
所
受
刑
者
九
九
三
名
の
う
ち
入
院
措
置
が
取
ら
れ
た
者
は
八
七

名
（
八
・
八
％
）
に
過
ぎ
な
い
。
法
務
省
『
第
一
〇
五
矯
正
統
計
年
報
1
ー
平
成
一
五
年
』
（
二
〇
〇
四
）
二
七
五
頁
。

（
9
3
）
　
全
国
更
生
保
護
法
人
連
盟
『
更
生
保
護
施
設
に
お
け
る
少
年
処
遇
』
（
二
〇
〇
四
）
等
参
照
。

（
94
）
　
現
在
、
少
年
専
用
施
設
は
、
厳
密
に
言
う
と
、
敬
和
園
（
東
京
、
男
子
一
八
名
）
、
紫
翠
苑
（
東
京
、
女
子
一
四
名
）
、
立
正
園
（
愛

知
、
男
子
、
二
〇
名
）
、
泉
州
寮
（
大
阪
、
男
子
、
一
六
名
）
の
四
施
設
で
あ
る
が
、
か
つ
て
少
年
専
用
施
設
で
あ
っ
た
少
年
の
家
（
静

岡
、
男
子
二
一
名
）
は
、
現
在
、
少
年
二
一
名
の
ほ
か
、
成
人
の
定
員
を
二
名
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
含
め
る
な
ら
ば
、
少
年
施
設
は
事

実
上
五
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。
全
国
更
生
保
護
法
人
連
盟
『
全
国
更
生
保
護
施
設
要
覧
』
日
本
更
生
保
護
協
会
（
二
〇
〇
四
）
。
し
か
し
、

少
年
専
用
施
設
で
は
家
庭
裁
判
所
か
ら
の
補
導
委
託
の
少
年
を
保
護
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
こ
の
定
員
一
杯
に
救
・
援
護
や
更
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生
緊
急
保
護
対
象
者
を
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
は
な
い
。

（
9
5
）
　
法
務
省
『
第
四
四
保
護
統
計
年
報
ー
平
成
】
五
年
』
（
二
〇
〇
四
）
】
五
八
1
］
五
九
頁
。

（
9
6
）
　
法
務
省
・
前
掲
注
（
9
5
）
．
珊
頁
。

（
9
7
）
警
察
庁
生
活
安
全
局
少
年
課
『
少
年
非
行
等
の
概
要
（
平
成
一
六
年
上
半
期
）
』
（
二
〇
〇
四
）
二
一
頁
。
特
に
街
頭
犯
罪
に
お
け
る

共
犯
率
の
増
加
が
著
し
い
。

（
9
8
）
　
太
田
達
也
・
前
掲
注
（
6
）
五
九
－
六
〇
頁
。
同
旨
、
全
国
更
生
保
護
法
人
連
盟
『
更
生
保
護
施
設
入
所
少
年
等
に
対
す
る
処
遇
連
携

　
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
（
最
終
報
告
書
）
』
（
二
〇
〇
三
）
二
六
頁
。

（
9
9
）
　
太
田
達
也
・
前
掲
注
（
6
）
七
七
－
七
九
頁
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
更
生
保
護
事
業
、

更
生
保
護
施
設
、
更
生
緊
急
保
護
、
救
護
・
援
護
、
保
護
司
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